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Ⅰ .EPO 東北　運営第 5 期総括



5

期 運営団体 年度
主な出来事

EPO 東北　主な出来事 社会の出来事

第

1

期

NPO 法人
水環境ネット
東北

平成 18 年度
（2006）

EPO 東北 開設 国連 ESD の 10 年（2005 ～ 2014 年）

平成 19 年度
（2007）

平成 20 年度
（2008）

平成 21 年度
（2009）

第

2

期

公益財団法人
みやぎ・
環境とくらし・
ネットワーク

（MELON）

平成 22 年度
（2010）

・生物多様性条約第 10 回締約国会議
生物多様性交流フェアブース出展

・愛知目標（2011 ～ 2020 年）

・東日本大震災（2011/3/11）

平成 23 年度
（2011）

・「3.11 あの時」ヒアリングスタート ・国連生物多様性の 10 年
（2011 ～ 2020 年）

平成 24 年度
（2012）

・「3.11 あの時」レポート冊子化
・伴走支援型事業「環境 NPO 等ビジ

ネスモデル策定事業」（H24 ～ 25）

・国連持続可能な開発会議

第

3

期

平成 25 年度
（2013）

・伴走支援型事業「協働取組の加速化
事業」（H25 ～ H29）

・三陸復興国立公園の創設と東北海岸
トレイルの開通

平成 26 年度
（2014）

・EPO 東北オフィス移転
・みちのく薪びと祭り開催（H26 ～ R 元年）

・ESD ユネスコ世界会議（愛知県）
・グローバル・アクション・プログラ

ム（GAP）（2015 ～ 2019 年）

平成 27 年度
（2015）

・「3.11 あの時」事例集発行
・持続可能な開発目標（SDGs） 採択
・パリ協定 採択

第

４

期

平成 28 年度
（2016）

・地方 ESD 活動支援センター設置に向
けた体制整備等検討業務

・ESD 国内実施計画策定
・ESD 活動支援センター 開設

平成 29 年度
（2017）

・東北地方 ESD 活動支援センター開設

平成 30 年度
（2018）

・伴走支援型事業「環境課題と社会課
題の同時解決事業」（H30 ～ R1）

・第 5 次環境基本計画で「地域循環共
生圏」提唱

第

5

期

令和元年度
（2019）

・みちのく薪びと祭り東北一巡達成
・新型コロナウイルスが世界中で広が

る

令和 2 年度
（2020）

・伴走支援型事業「地域循環共生圏プ
ラットフォームづくり事業」（R2 ～ 3）

・オンライン会議／催事の開催

・ESD for 2030（2020 ～ 2030 年）

・新学習指導要領スタート（小学校）
・ 政 府 が 2050 年 ま で に カ ー ボ ン

ニュートラルを目指すことを宣言

令和 3 年度
（2021）

・ESD for 2030 学び合いプロジェク
ト

・第 2 期 ESD 国内実施計画策定
・「グラスゴー気候合意」採択

Ⅰ -1. 運営期と主な出来事

ESD 推進ネットワーク全国フォーラム
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東
日
本
大
震
災
対
応

H23（2011）年
3 月 11 日（金）14 時 46 分

東日本大震災
冊子化①

継続

・1 週間閉館／スタッフ自宅待機
・3/22 ～出勤
　- 各家庭の状況確認
　- 事務局体制、勤務について協議
　- 東北地方環境事務所と対応協議

・Web サイト特設ページ開設
・3.11 からの学びの記録・発信

運営第 2 期

H22（2010）年度 H23（2011）年度 H24（2012）年度

Ⅰ -2.EPO 東北事業の変遷

現場踏査・ヒアリング

Ｅ
Ｐ
Ｏ
東
北　

独
自
事
業

主催型

シンポジウム

フォーラム

交流会型事業へ

再生可能エネルギー交流会 再生可能エネルギー交流会①②

環
境
省
伴
走
支
援
事
業
、
他

COP10
生物多様性交流フェア
ブース展示

復興支援活動のマッチング

グリーンサンタ ®
被災小学校・幼稚園訪問

環境 NPO 等
ビジネスモデル策定事業

【宮城】NPO 法人東鳴子ゆめ会議
【宮城】NPO 法人日本の森

バイオマスネットワーク
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運営第 3 期

H25（2013）年度 H26（2014）年度 H27（2015）年度

現場踏査・ヒアリング

東
日
本
大
震
災
対
応

Ｅ
Ｐ
Ｏ
東
北　

独
自
事
業

冊子化② 冊子化③

事業連携の模索

分科会

地域開催型へ

テーマ「薪」

テーマ「BDF」

EPO 間連携

再生可能エネルギー交流会 in 広島 再生可能エネルギー交流会 in 福岡 再生可能エネルギー交流会 in 四国

みちのく薪びと祭り

第 1 回 in 山形さんぜ 第 2 回 in 岩手とおの

中間支援組織交流会 in 宮城 中間支援組織交流会 in 広島 中間支援組織交流会 in 関東

追加ヒアリング

ESD 学びあいフォーラム in 沖縄 ESD 学びあいフォーラム in 沖縄、愛知

EPO 間連携による 3.11 語り部派遣事業

環
境
省
伴
走
支
援
事
業
、
他

【岩手】（株）紬
【宮城】（一社）チガノウラカゼコミュニティ

地域活性化を担う環境保全活動
の協働取組推進事業 地域活性化を担う環境保全活動

の協働取組推進事業【宮城】（一社）持続可能で安心安全な社会を
めざす新エネルギー活用推進協議会 【青森】（一社）白神山地財団

事例集

【岩手】マイムマイム奥州
【秋田】（一社）あきた地球環境会議

事例集
「3.11 あの時

教訓事例集

- 中間支援組織

1 年間の後方支援活動

の記録 -」
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運営第 4 期

H28（2016）年度 H29（2017）年度 H30（2018）年度

Ⅰ -2.EPO 東北事業の変遷

東
日
本
大
震
災
対
応

Ｅ
Ｐ
Ｏ
東
北　

独
自
事
業

ESD 学びあいフォーラム in 中部

EPO 間連携による 3.11 語り部派遣事業

ESD 学びあいフォーラム in 沖縄、愛知 ESD 学びあいフォーラム in 愛知

第 3 回 in 福島みなみあいづ 第 4 回 in 宮城なるこ

中間支援組織交流会 in 四国

第 5 回 in 秋田梅内

EPO 間連携

みちのく薪びと祭り

事例集
「3.11 あの時

教訓事例集」

環
境
省
伴
走
支
援
事
業

地域活性化を担う環境保全活動
の協働取組推進事業

【秋田】（一社）あきた地球環境会議
【山形】三瀬地区自治会

【青森】NPO 法人
青森県環境パートナーシップセンター

【岩手】マイムマイム奥州

SDGs をツールとした地域の
環境課題と社会課題を同時解決
するための民間活動支援事業

【山形】三瀬地区自治会

環境教育・学習拠点における「ESD
推進」のための実践拠点支援事業

【青森】NPO 法人
青森県環境パートナーシップセンター

【秋田】（一社）あきた地球環境会議

【秋田】（一社）あきた地球環境会議

地方 ESD 活動支援センター設置
に向けた体制整備等検討業務

東北地方 ESD 活動支援センター

【山形】三瀬地区自治会

・7/3 開設
・東北ESDフォーラム2018（仙台）

東北 ESD フォーラム in 岩手

環境教育における「ESD 推進」の
ための先導的取組調査・実践拠点
支援事業

東
北
Ｅ
Ｓ
Ｄ
セ
ン
タ
ー

ビジターセンター交流会
第 1 回 in 仙台
第 2 回 in 網張ビジターセンター

協働の実践 協働型の交流会開催へ
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運営第 5 期

H31/R1(2019）年度 R2（2020）年度 R3(2021）年度

東
日
本
大
震
災
対
応

Ｅ
Ｐ
Ｏ
東
北　

独
自
事
業

環
境
省
伴
走
支
援
事
業

東
北
Ｅ
Ｓ
Ｄ
セ
ン
タ
ー

第 6 回 in 青森おおわに

第 3 回 in 名取トレイルセンター

EPO 間連携

みちのく薪びと祭り

ビジターセンター交流会

・東北 ESD/SDGs フォーラム in 仙台
・ESD 推進・地域研修会 in 青森

【山形】三瀬地区自治会

薪びと祭りキーパーソン会議 in 芸北

第 4 回 in 裏磐梯ビジターセンター

・東北 ESD/SDGs フォーラム 2020
YouTube 配信

・ESD 推進・地域研修会 in 青森

・福島ヒアリング ・福島ヒアリング

地域循環共生圏
プラットフォーム支援等業務

地域循環共生圏づくりプラット
フォームの構築に向けた地域循
環共生圏の創造に取り組む採択
団体の支援等の実施

中止

【山形】三瀬地区自治会

【宮城】（一社）Reborn-Art Festival
（リボーン・アート・フェスティバル）

大震災から 10 年

・執務室・会議室の感染予防対策実施
・会議室貸出ガイドラインの作成
・オンライン会議／催事の実施
・感染状況に応じて出張・外出、対面

打合せの自粛

薪びと祭りキーパーソン会議 in 鳴子

第 5 回オンライン開催

・東北 ESD/SDGs フォーラム in あおもり
  ≪ハイブリット開催≫
・ESD for 2030 学び合いプロジェクト

≪事業化支援≫
【宮城】（一社）Reborn-Art Festival
≪環境整備≫

【青森】NPO 法人循環型社会創造ネットワーク
【山形】三瀬地区自治会
【山形】米沢市

・ESG 金融フォーラム in 岩手

地域循環共生圏
パートナーシップ基盤強化事業

・ESG 金融シンポジウム in 秋田

リソースの活用 ネットワーク型の事業展開

2020/1/14　WHO 新型コロナウィルスを確認
1/16　日本国内で初めて感染確認

新型コロナウイルス感染症の流行

第 1 波　3 ～ 5 月【緊急事態宣言（1 回目）】
第 2 波　7 ～ 8 月
第 3 波 11 ～ 3 月【緊急事態宣言（2 回目）】

第 4 波　3 ～ 4 月【緊急事態宣言（3 回目）】
※変異ウイルス（アルファ株）

第 5 波　7 ～ 9 月【緊急事態宣言（4 回目）】
※変異ウイルス（デルタ株）

第 6 波　1 ～ 3 月
※変異ウイルス（オミクロン株）
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情報発信ツールリニューアル

・Web-site
・メールマガジン

（月 1 回 + 増刊号）
・リーフレット
・封筒

環境の整備

「3.11 あの時」特設ページ開設

・スタッフ発信「現地レポート」
・「3.11 あの時」レポート配信

サイトリニューアル

・「3.11 あの時」特設ページ
　→常設ページへ
・前年度掲載ページの移行

3.11 あの時
2011 年版

ESD テキストブック
パートⅡ

広げよう東北の環境力
ESD つながる事例集

・特集面に環境復興再生プロジェク
トを掲載

・エコグッズ紹介面に復興支援商品
を掲載

継続
・紙面リニューアル
・年 2 回発行

Web-site

【緊急対応】
Web-site
　3/17　閉館のお知らせ掲載
　3/24 ～　震災対応に関する

お知らせ掲載　

運営第 2 期

H22（2010）年度 H23（2011）年度 H24（2012）年度

Ⅰ -3. 情報発信の記録

H23（2011）年
3 月 11 日（金）14 時 46 分

東日本大震災

機
関
誌

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等

冊
子
等

・Vol.16（2012 年 11 月号）～
特集面を EPO 東北の取組み紹介
ページに変更
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3.11 あの時事例集
—中間支援組織　

1 年間の後方支援
活動の記録—

サイトリニューアル

スタッフが構築していた体制を
見直し、専門業者へ依頼

7 月 16 日

3.11 あの時
2012 年版

3.11 あの時
2013 年版

環境ソーシャル
ビジネス事例集

地域を輝かせる
Made in TOHOKU
～環境を活かす

14 のチャレンジ～

◆ 3.11 あの時
    2011 年版 増刷

・月 2 回配信へ

Web-site 障害発生

不正な改ざんを確認
→対応、対策協議
→サーバー初期化

6 月 14 日
オフィス移転

・リーフレット改訂
・各種表示の改訂

・3.11 あの時 2015 年版
レポート配信開始

メールマガジン

運営第 3 期

H25（2013）年度 H26（2014）年度 H27（2015）年度

サイトの新規構築

・特集面を取材記事の掲載に変更

機
関
誌

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等

冊
子
等

EPO 東北 6 年間
の運営業務 総括
運営第 2 期～第 3 期
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3.11 あの時
教訓事例集

運営第 4 期

H28（2016）年度 H29（2017）年度 H30（2018）年度

機
関
誌

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等

冊
子
等

・表紙をマイナーチェンジ
・東北 6 県トピックス　

デザイン変更

・特集面を寄稿記事に変更

東北地方 ESD 活動支援センター
・ウェブサイト開設（9/1）
・リーフレット作成
・封筒改定

EPO 東北
業務報告書の
ビジュアル化

東北ESDセンター
業務報告書の
ビジュアル化

Ⅰ -3. 情報発信の記録
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機
関
誌

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等

冊
子
等

運営第 5 期

H31/R1(2019）年度 R2（2020）年度 R3(2021）年度

・リニューアル（9 月配信号から）
EPO 東北、東北 ESD センター
からの情報を掲載

メールマガジン

リーフレット改訂

我々の世界を変革する：
持続可能な開発のための
2030 アジェンダ（外務省仮訳）

Sustainable 
Development 
Goals
持続可能な開発目標

SDGs

東北環境パートナーシップ（EPO 東北）

TEL：022-290-7179  FAX：022-290-7181

E-mail：epo-tohoku@epo-tohoku.jp

URL：https://www.epo-tohoku.jp/

東北地方 ESD 活動支援センター

TEL：022-393-9615  FAX：022-290-7181

E-mail：info ＠ tohoku-esdcenter.jp

URL：https://tohoku.esdcenter.jp/

office：〒 980-0014 宮城県仙台市青葉区本町 3 丁目 2-23 仙台第 2 合同庁舎 1F

169 ターゲットと
232 指標仮訳（総務省）

持続可能な開発目標（SDGs）
活用ガイド（資料編）（環境省）
※ 169 のターゲットを掲載

SDGs シリーズ「なぜ大切か」

17 の目標ごとに紹介
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

貧困をなくすことは 
なぜ大切か 
 
目標の内容は何ですか。 

 

2030 年までに、あらゆる形態の
貧困に終止符を打つことです。 

 
なぜ、この目標が設定された

のですか。 
 
世界人口の 11%に当たる 7億を
超える人々は依然として、極度の

貧困の中で暮らし、健康、教育、

水や衛生へのアクセスなど、多く

の最も基本的ニーズを満たすた

めに必死です。 
 
そうなのです。1日 1 ドル 90セン
ト未満で生活する人々の圧倒的

多数は、南アジアとサハラ以南ア

フリカで暮らし、全世界で極度の 
貧困の中で暮らす人々全体の約

70%を占めています。 
 
中国やインド、インドネシア、ナイ

ジェリアなどの低中所得国は、全

世界の貧困層の約半数を抱えて

います。 
 
2017 年には、自然災害による経
済的損失が3,000億ドルを超え、
近年でもまれに見る水準に達し

たと見られます。 
 
しかし、この問題は先進国にも影

響しています。世界の最も豊かな

国々で現在、3,000万人の子ども
が貧困の中で成長しているから

です。 
 

世界が健康と教

育の改善に向け

た行動を取らな

ければ、2030年
までに 1億
6,700万人
の子どもが 
極度の貧困の

中で暮らすことに

なります。 

unicef 学校のための持続可能な

開発目標ガイド

【書籍紹介】

未来を変える目標 SDGs アイデアブック

Think the Earth

出版社 : 紀伊國屋書店

未来の授業 私たちの SDGs 探究 BOOK

佐藤真久 ( 監修 ) NPO 法人 ETIC. ( 編集 )

出版社 : 宣伝会議

知っていますか ? SDGs 

日本ユニセフ協会

出版社 : さえら書房 

【ダウンロードできる副教材】【国際連合広報センターチラシ】

事務局 ： 公益財団法人 日本ユニセフ協会  〒108-8607 東京都港区高輪4-6-12 ユニセフハウス　☎ 03-5789-2014

これからの社会を、持続可能でよりよいものとするためにはどうしたらよいだろう。
話し合った内容をもとに、これから解決策を考えたいと思った目標や課題を書き出してみよう。

ＳＤＧｓの目標は以下の１７項目。これまでに学習したことを思い出しながら、優先的に取り組んで
いきたいと思う目標を、１～３まで順位をつけてみよう。 また、その理由も書いてみよう。

行動宣言：2030年にむかって、君たちがしていきたいこと。

設定した課題や目標について、さらに詳しく調べて、自分の考えをレポートにまとめてみよう。
レポートの最後には、課題の解決や目標の達成に向けた「行動宣言」を書いてみよう。課題を考え
るときは「自分で解決できること／他の人や社会全体と協力して解決できること」「地域の課題／
世界の課題」、解決策を考えるときは「今できること／将来取り組みたいこと」など、様々な視点
から考えてみよう。まとめた後に、発表や、意見交換をすることでさらに考えを深めていこう。

取り組んでいきたい目標や課題についてレポートを作成してみよう！

「目が不自由な人がかけている眼鏡をもっと
役立つものにしたい！」
アナンさん（中学生 インド）

「あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終わらせよう」

「飢餓を終わらせ、全ての人が一年を通して栄養のある
 十分な食料を確保できるようにし、持続可能な農業を促進しよう」

「あらゆる年齢の全ての人々の健康的な生活を確保し、
 福祉を促進しよう」

「全ての人が受けられる公正で質の高い教育の完全普及を
 達成し、生涯にわたって学習できる機会を増やそう」

「男女平等を達成し、
 全ての女性及び女児の能力の可能性を伸ばそう」

「全ての人が安全な水と衛生を利用できるよう
 衛生環境を改善し、ずっと管理していけるようにしよう」

「誰も取り残さないで持続可能な経済成長を促進し、全ての人が生産的
 で働きがいのある人間らしい仕事に就くことができるようにしよう」 

「災害に強いインフラを作り、持続可能な形で産業を発展させ
 イノベーションを推進していこう」

「国内及び国家間の不平等を見直そう」

「安全で災害に強く、持続可能な都市及び居住環境を実現しよう」

「持続可能な方法で生産し、消費する取り組みを進めていこう」

「気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を講じよう」 

「持続可能な開発のために海洋資源を保全し、
 持続可能な形で利用しよう」

「陸上の生態系や森林の保護・回復と持続可能な利用を推進し、
 砂漠化と土地の劣化に対処し、生物多様性の損失を阻止しよう」

「持続可能な開発のための平和的で誰も置き去りにしない社会を
 促進し、全ての人が法や制度で守られる社会を構築しよう」

「目標の達成のために必要な手段を強化し、
 持続可能な開発にむけて世界のみんなで協力しよう」

「全ての人が、安くて安定した
 持続可能な近代的エネルギーを利用できるようにしよう」

「島の美しい自然を守るためにレジ袋をやめよう」
ムラティ（10歳）・イザベル（12歳）姉妹（インドネシア）

2018年までにバリでのレジ袋使用を廃止するよう
市長に約束してもらうために、請願書の作成、ビー
チの清掃活動などを実施、彼女たちの願いが受け入
れられました。

「規格外の野菜で作った国産飼料で、純国産の豚肉を生産！」
北海道美幌高等学校 生産環境科学科

町の特産品の野菜（じゃがいも、カボチャ、にんじん）の中で、規格外
として廃棄される野菜で豚の飼料を開発。国産飼料で育てられたブ
ランド豚の生産、商品開発に取り組みました。また、豚のふんを堆肥
にし、特産品の栽培に活用。循環型養豚経営を構築しました。

「人のためになるようなテクノロジーの仕事に就きたい！」
エリフ・ビルギンさん（１６歳 トルコ）

２年間かけて、本来なら廃棄されるだけのバナナの
皮から環境にやさしいバイオ・プラスチックを開発
しました。

「子どもたちにとってよりよい世界をつくりたい！」
イングリッドさん（１４歳 ブラジル）

ブラジルに来る難民の子どもたちにおもちゃや
本を寄付する活動を通して、難民の子どもたち
の生きる権利や遊ぶ権利を守ろうとしています。
イングリッドさんはＳＮＳを使ってこうした活動を
伝え、社会を変えたい仲間とつながっています。

目の不自由な人が周囲の状況
が分かるよう、超音波を使って
周囲を探知できる機能の付いた眼鏡を発明しまし
た。廃棄された携帯電話の部品などを使って作ら
れたこの眼鏡、大学の先生とも協力して更に改良
が進められています。

それぞれの行動宣言を発表しあおう！そして、さらに深く話し合ってみよう！
「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）に関する副教材作成のための協力者会議」
及川 幸彦 東京大学海洋アライアンス海洋教育促進研究センター主幹研究員 大谷 美紀子 弁護士 国連子どもの権利委員会委員 久木田 純 関西学院大学SGU招聘客員教授（元UNICEFカザフスタン事務所代表）竹原 眞 関東ブロック中学校社会科教育研究会会長 江東区立深川第四中学校長 田中 治彦 上智大学総合人間科学部教育学科教授 内藤 徹 前国際協力機構（JICA）広報室地球ひろば推進課長早水 研 日本ユニセフ協会専務理事　　樋口 雅夫 前文部科学省初等中等教育局教育課程課教科調査官　　甲木 浩太郎 外務省国際協力局地球規模課題総括課長

「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）に関する副教材作成のための作業部会」（座長　竹原 眞）
金城 和秀 品川区立豊葉の杜学園（都中社研 公民専門委員）　　中野 英水 板橋区立赤塚第二中学校（都中社研 地理専門委員長）　　藤田 琢治 練馬区立大泉学園中学校（都中社研 公民専門委員長）　　　※敬称略。五十音順。

ミッション！

※ここに掲載されている１７の目標は、外務省の仮訳を参考に、教材のためにわかりやすく意訳したものです。

目　標 順位 理　由

発 展

行動宣言

この行動宣言はSDGsのどの目標につながっているだろう。下の目標のアイコンに○をつけてみよう。

STAGE

4

取り組んでいきたい目標や課題

STAGE

3

STAGE

1

STAGE

2 班やクラスの仲間とそれぞれが選んだ目標や、その目標を選んだ理由を話し合ってみよう。

ミッション達成めざして　　　　　のステージに取り組もう。
STAGE

4
STAGE

1 ～

「持続可能な世界にしていくために、
これから何をするのかを考えよう。」

世界には、世界を変えようと
一歩を踏み出した仲間たち
がたくさんいるよ。どんなこ
とをしているのか見てみよう！

発行：2018年9月Ⓒ日本ユニセフ協会

●5●4

SDGs
をナビに

して

◆2015年に国連で採択された「2030年までの達成をめざす１７の目標」
◆国際機関、政府、企業、学術機関、市民社会、子どもも含めた全ての人が、それぞれの立場から目標達成の
ために行動することが求められている

◆キーワードは「誰ひとり取り残さない」

SDGｓ
とは？

さぁ、持続可能な世界を創るために、
一歩を踏み出そう！

貧困、紛争、テロ、気候変動、資源の枯渇…
人類は、これまでになかったような数多くの課題に直面している。このままでは、人類が安
定してこの世界で暮らし続けることができなくなってしまうと言われている。そんな危機
感から、世界中の様々な立場の人々が話し合い、課題を整理し、解決方法を考え、2030年ま
でに達成すべき具体的な目標を立てた。それが「持続可能な開発目標（Sustainable 
Development Goals：SDGs）」である。

SDGsは、「持続可能な世界」を実現するための、いわばナビのようなものである。人類はい
ま、そのナビが示す方向に進めているだろうか？  そして、君自身はどうだろう？

様々な社会の課題とSDGsとのつながりを知り、「持続可能な世界を築くためには、何をし
たらいいのか。また、将来自分はどのように目標達成に貢献できるだろうか。」それを考える
ことが、2030年の世界で主役となって活躍している君たちに課せられたミッションである。

サステイナブル

ディベロップメント ゴールズ エス ディー ジーズ

2030年 ― 
社会の主役となっている君たちのミッション

SDGsとは？

SDGs をもっと知りたい方へ

TOPIC.1　「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」

2015 年 9 月に「国連持続可能な開発サミット」が開催され、2015 年から 2030 年ま

での長期的な開発の指針として「我々の世界を変革する：持続可能な開発のための 2030

アジェンダ」が採択されました。　

TOPIC. ２　国際社会の共通目標

SDGs は 2030 年の達成を目指し 17 の目標と 169 のターゲットから構成されています。

基本理念に「誰一人取り残さない」という約束を掲げています。

TOPIC. ３　3 つの主要素と 5 つの特徴

持続可能な開発を達成するためには、経済成長、社会的包摂、環境保護という 3 つの主要

素を調和させることが欠かせません。

SDGs を支える要素「5 つの P」 5 つの特徴

◆普遍性◆ 　
先進国を含め全ての国、
あらゆる団体が行動する

◆包摂性◆ 　
人間としての尊厳と安全を追求し 

「誰一人取り残さない」 

◆参画型◆ 　
全てのステークホルダー（利害関係者）が

役割を担う

◆統合性◆ 　
社会・経済・環境に統合的に取り組む 

◆透明性◆ 　
定期的にフォローアップし公表する

2030 年の世界をよりよい未来にすることを目的に生まれた国際社会の共通目標です。目

標を達成するために、地球に住む私たち 1 人ひとりの積極的な取組が求められています。

私たちに何ができるのか関心を持ち、身近なことからできることに取り組みましょう。1

人ひとりの小さな行動が世界を変える大きな力になります。

Check ！

持続可能な社会のために　
ナマケモノにもできる
アクション・ガイド

（国際連合広報センター）

SDGs 紹介チラシの作成

・紙面リニューアル
・8 ページ→ 16 ページへ
・年 2 回発行→年 1 回発行へ

・EPO 東北、東北 ESD センター
のリーフレットを一本化

・レンタルサーバーのPHPバー
ジョンアップに伴うシステム
全般の改修

・サイトリニューアル
（レスポンシブ対応）

EPO 東北ウェブサイト

・全国センターへ更新依頼を行う
体制から、東北 ESD センター
内で更新作業ができる体制への
移行

東北 ESD センターウェブサイト

・レンタルサーバーの PHP バー
ジョンアップに伴いメールマガ
ジン配信に不具合が発生（11
月）

・配信システムの見直し

メールマガジン

・Web 会議システム、機材の導入

オンライン会議 / 催事対応

業務報告書の一本化

SDGs 紹介子ども向けチラシの作成

・配信システムの外部サービス
利用開始

メールマガジン

・機材の追加整備
・催事での配信業務の外部委託

オンライン会議 / 催事対応

EPO 東北、東北地方 ESD 活動
支援センター PR ツールとして
機関誌の位置づけを見直し
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H22（2010）年度 H23（2011）年度 H24（2012）年度

セミナー

シンポジウム

フォーラム

対談

サロン

交流会

フォーラム

対談

交流会 多様な主体

2 回連続

自治体

キーパーソンによる
交流会・対談の試行

対談と議論

【特徴】
①キーパーソンの発掘・連携
②県境を越えた場づくり

【テーマ】ESD、生物多様性、他

特徴】
①現場ヒアリングによる情報収集　　　　　
②つなげる・伝える

【テーマ】東日本大震災からの学び、再生可能エネルギー、他

運営第 2 期

主催型 交流会型事業へ

政策提言セミナー

交流会型事業の定着

対話を軸にした
事業スタイルの定着

3.11 あの時ヒアリング

Ⅰ -4. 第 2 期～第４期　運営期ごとの総括

●訪問ヒアリングを軸とした事業スタイルの確立
・東日本大震災後に取り組んだ「3.11 あの時ヒア

リング」をきっかけに、訪問して丁寧に現場の声
に耳を傾けること、その中で地域の課題やニーズ
を把握することに注力した。

・ヒアリングで得た情報をもとに事業の企画へとつ
なげることができた。

●ネットワークを広げ、県境を越えて地域課題を議
論する場を設けた
・不測の事態の中で試行錯誤を重ね、EPO 東北の

ネットワークを広げながら情報を記録・発信し、
議論の場を設けた。

・県境を越えたゆるやかなネットワークを形成した。
・互いに学び合いながら議論を深め、参加者が地域

に議論を持ち帰ることによって、地域の活動の活
性化や波及を期待する交流会型事業が定着した。

【成果】 【課題】

▲協働の推進手法の模索
・初年度は催事主催型の事業を実施したため、「NPO

でもできることではない事業をしてほしい」「協
働の推進手法として催事開催が適当か」との指摘
を受けた。

・多様な主体をつなぎ、協働を推進する、または協
働の場作りをする事業には至らなかった。

▲「つなげる」役割について EPO は何ができるか
　整理・検討
・環境政策に係る支援において政策提言の手法を学

ぶ NPO 向けセミナーや、対談型の学習の機会、
自治体担当者を対象とした意見交換の場を設けた
が、場の提供に留まり事業の発展には至らなかっ
た。

・3 ヶ年の取組みおよび成果の体系的な整理が不十
分だった。
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H25（2013）年度 H26（2014）年度 H27（2015）年度

交流会

対談

EPO 間連携

分科会

自治体

地域主体／実行委員会形式 地域主体／地域開催

地域限定ワークショップ 地域別支援型

自治体支援型ワークショップ

【特徴】
① EPO 間連携による
　3.11 からの学びの発信　　　　
②現場のニーズに寄り添った交流会

【テーマ】主体を巻き込んだ発展性
のある対話の場づくり

地域限定ワークショップ

運営第 3 期

事業連携の模索 地域開催型へ

3.11 あの時ヒアリング

【対話を軸にした事業スタイル】

ヒアリング

企画

キーパーソンへ
ヒアリング

企画＜修正＞ 関係者
打ち合わせ

事後ヒアリング

次年度に向けた
整理

アンケート

・ニーズの把握
・課題の発掘
・団体（人）の発掘

・論点整理
・テーマの絞り込み

交流会

【全 EPO 共通】伴走支援型事業

【特徴】
① EPO 間連携による交流会実施　　　　
②現場の主体と連携した企画

【テーマ】3.11 からの学びの発信、
新たな協働の試み

【特徴】
① EPO 間連携による交流会実施　　　
②地域別のニーズに応じた事業

【テーマ】「東北ならでは」の発信・
とりまとめ、具体性・実行性のある
対話の支援

● 3.11 からの学びを東北外へ発信
・EPO 間連携による再生可能エネルギー交流会や

中間支援組織交流会、児童・生徒向けの ESD 学
びあいフォーラムを開催した。

・再生可能エネルギー交流会は広島、福岡、四国地
方で、中間支援組織交流会は広島、関東地方で、
ESD 学びあいフォーラムは沖縄、愛知で開催し
た。東北の学びを題材に地域のキーパーソンとの
議論を深め、その後の活動変容に資することがで
きた。

●地域の主体を巻き込んだ対話の場作り
　県境を越えて地域課題を議論する場を設けた
・丁寧なヒアリングを実施することでネットワーク

を広げ、企画運営の主体を地域の団体が担うスタ
イルの事業実施に至った。

・ゆるやかな東北ネットワークが生まれ、地域にも
活力が生まれるきっかけとなった。

【成果】 【課題】

▲ EPO 東北のあり方整理
・運営第 2 期と比べて事業の実施手法が大きく変

化した。県境を越えて多様なセクターと情報や連
携をつなぐ「ハブ」としての機能が求められてお
り、東北の特性に応じた協働促進の模索が求めら
れる。

・参加者が主体的に関わる協働の場作りには至らな
かった。

・政策コミュニケーション支援において、実効のあ
る活動には至らなかった。

▲『東北モデル』と成果の「見える化」
・交流会型事業により、ネットワークの広がりやキー

パーソンとの関係構築、事業実施後の地域へのア
ウトカム等、さまざまな変革促進が起きているが、
これらの整理・分析ができていない。

・参加団体や実施地域へのアウトカムについて全容
を把握できておらず、事業実施後のフォローアッ
プが課題である。



16

運営第 4 期

Ⅰ -4. 第 2 期～第４期　運営期ごとの総括

協働の実践

H28（2016）年度 H29（2017）年度 H30（2018）年度

交流会
EPO 間連携

協働の試行 協働型の交流会 継続

東北地方 ESD 活動支援センター
開設

新規

実行委員会形式による
開催後を想定した事業設計ESD フォーラム

企業、金融機関等、
新たなステークホルダー
との連携・協働の可能性

【全 EPO 共通】伴走支援型事業

環境政策に係る支援

ESD の推進 センター設置準備

先進的取組調査

実践拠点支援

意見交換会

事業支援

ワークショップ型 ケーススタディ型

協働型の交流会開催へ

【特徴】
①伴走支援事業ノウハウ蓄積と活用
②東北地方 ESD 活動支援センター
設置準備

【テーマ】協働の加速化、ESD 推進
のための支援、他

【特徴】
①中期計画の変更
②東北地方 ESD 活動支援センター
開設

【テーマ】協働の加速化、ESD 推進
のための支援、SDGs、他

【特徴】
①環境教育支援　　　
② ESD に関する関係構築

【テーマ】地域課題の同時解決、
SDGs、ESD 推進のための支援、他

●これまでのノウハウを活用した新たな交流会事業
の実施
・運営第 3 期までのノウハウを活かし、新たなテー

マで交流会事業を実施した。ケーススタディから
協働を学ぶ研修会など新しいアプローチの企画に
も取り組み、これまで連携の機会のなかった主体
とのつながりを得ることができた。

・交流会事業においては「協働の模索」を念頭に事
業を企画し、関係者の主体性を引き出しアプロー
チを行なった。関係者との対話を重ね、役割分担
のもとで交流会を開催することができた。

●東北地方 ESD 活動支援センター機能の向上
・東北地方における ESD ネットワーク形成を目指

し、ESD/ ユネスコスクール・東北コンソーシア
ムとの連携に取り組み、教育系ネットワークが拡
大した。

・開設 2 年目には ESD フォーラムを岩手県で開催
し、実行委員会形式による協働モデルを創出する
ことができた。開催後も活動が継続するしかけに
留意し、関係者が主体性を持って能動的に関わっ
てもらうことの重要性を再確認した。

【成果】 【課題】

▲中間支援機能の強化
・東北地方 ESD 活動支援センターの開設から 2 年

が経過したが、EPO 東北のネットワークをベー
スとした事業展開に留まっており、これまで以上
に分野を越えた連携をつなぐ橋渡しの役割が期待
される。教育分野、行政、企業、金融機関等、重
層的なネットワーク形成が課題である。

・多様なセクターとの連携、協働の機会の創出など、
中間支援組織としてネットワークおよび事務局の
スキルを含め、機能強化が求められる。

▲ 2 つの事業の連動と業務の効率化
・運営においては試行錯誤を重ねたが、全体的な業

務量が増加したことにより、EPO 東北がネット
ワーク構築のために大事にしてきた対面による情
報収集の機会が減った。事業の整理、業務の効率
化の検討が課題である。

・これまで EPO 東北でも ESD をテーマとした事業
を展開してきており、東北地方 ESD 活動支援セ
ンター事業との連動性が考えられる。改めて課題
を整理し、運営 5 期の 3 年間でどこまで達成す
るか、戦略的な中期計画の策定が求められる。



17

運営第 5 期

リソースの活用

H31（2019）年度 R2（2020）年度 R3（2021）年度

協働型の交流会

【全 EPO 共通】伴走支援型事業

ネットワーク型の事業展開

フォーラム

地域研修会

情報発信ツールの改定

次年度以降を想定した
戦略的な事業設計

▲自粛
・対面ヒアリング
・交流会型事業
＝模索＝
・オンライン型 / ハイブリット型
・YouTube 配信スタイル

オンラインの利点を活かした
フォーラムの試行

ESG 金融フォーラム
地域開催／ハイブリット・協働型

実行委員会形式／地域開催
ハイブリット型フォーラム

ネットワークのすそ野を広げる
学び合いプロジェクト

数年間の取組みを礎とした
面的な広がりを持った事業

【特徴】
①「みちのく薪びと祭り」東北一巡
②運営体制の見直し

【テーマ】地域課題の同時解決、
SDGs、ESD 推進、他

【特徴】
①地域循環共生圏の推進
② ESD・SDGs に関する活動支援

【テーマ】地域循環共生圏、SDGs、
ESG 金融、ESD 推進、他

【特徴】
①オンライン会議・催事の試行　　
② ESD 活動の面的な広がり

【テーマ】地域循環共生圏、SDGs、
ESG 金融、ESD 推進、他

●運営第 2 期から地道に構築してきた関係性を
　礎にした事業展開とネットワークの連鎖
・事業検討委員や企画運営委員と事務局が連携・協

力して事業を進める体制を整えた。
・地域の関係者が参画するプロジェクトチームを

立ち上げ、ESD 地域研修会を実施した。その後
実行委員会の立ち上げに至り、青森県での ESD
フォーラム開催が実現した。

・ESD ／ SDGs に関する相談が増え、研修会等の
開催支援をきっかけにネットワークが広がり、他
地域での活動支援へつながる連鎖が起きている。

●ハイブリット型の新しい催事スタイルの確立
・担当者以外のスタッフも一緒に会議に参加できる、

アーカイブで議論を共有できるなどのメリットが
あり、一定の成果を得ることができた。

・オンライン型の催事では外部の協力を得て新しい
スタイルを確立することができた。多様なセク
ターの関係者から協力が得られ、重層的なネット
ワークの広がりを感じることができた。

【成果】 【課題】

▲オンライン活用のスキルアップ
・会議や催事においてオンライン型またはハイブ

リット型が主流になり、今後も継続することが予
想される。これまでのスタイルに囚われないセミ
ナー、フォーラムの企画、円滑なオンライン会議
の運営が求められる。

・さまざまな分野でオンラインの利点を活かした試
行錯誤が重ねられており、EPO 東北でも新たな
手法を取り入れながらスキルアップをしていくこ
とが課題となる。

・催事の規模によっては事務局で対応することが難
しく、外部リソースの活用が課題である。

▲社会の動きに対応した事業展開
・脱炭素化や ESG 金融等、目まぐるしい社会の変

化が起きている。世界や日本国内の動きを注視し
ながら、地域にあった文脈に読み替えて東北らし
い活動を応援するとともに、社会に変革を生み出
すことが求められる。

・社会のニーズに合った EPO 東北および東北地方
ESD 活動支援センターの役割と機能を見直し、運
営第 6 期の事業展開を考える必要がある。

Ⅰ -5. 第 5 期　総括

【EPO 東北】
【東北地方ESD活動支援センター】
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Ⅰ -5. 第 5 期　総括

運営第 5 期は、これまでに培ったノウハウとリソー
スを活かして全国の EPO 共通事業、EPO 東北独自事
業に取り組む中期計画を立てた。これまでと同様に関
係者との対話に重きを置いて、ニーズやウォンツ、地
域の課題の把握に努めることを大きな方針とした。ま
た運営体制の見直しを図り、EPO 東北事業運営委員会
と東北地方 ESD 活動支援センター企画運営委員会を
同日開催とし、委員とともに事業の成果と課題を振り
返り、次に向けた整理とアイディアを議論する会議を
目指した。事業の企画においてはその後の事業展開を
念頭において、地域のステークホルダーの参画を促す
ことに留意した。

1 年目（H31（R1）/2019 年度）は計画通り事業
に取り組んだが、2 月末以降、新型コロナウィルス感
染症が国内でも急速に広がった。2 年目（R2/2020
年）の 4 月には緊急事態宣言が出され、事業の見通し
が立たない状況が続いた。EPO 東北が事業の軸に据え
てきた対面によるヒアリングや交流会型の事業実施は
自粛せざるを得ない状況となり、オンライン型の会議・
催事開催の試行錯誤を重ねた。遠方の方は移動時間を
気にせずリモートで会議に参加できる、担当者以外の
スタッフも一緒に会議に参加できる、アーカイブで議
論を共有できるなどのメリットがあり、一定の成果を
得ることができた。一方で要点を簡潔に話すため、議
論が広がらない傾向がみられた。互いに手探りの状況
でもあり、対面によるヒアリングと同じように関係者
とコミュニケーションを深められないデメリットがあ
り、事業実施の手法や事業展開の方向性が大きな課題
となった。

オンライン、ハイブリット型の催事では、専門家の協
力を得て一方的な配信ではない新たなスタイルを生み
出すことができた。場面転換の時間を利用して CM 動
画を配信する試みにおいては、東北各地の多様なセク
ターの関係者から協力を得ることができ、重層的なネッ
トワークの広がりを感じることができた。オンライン
配信によって東北以外の地域からも参加があり、特に
視聴者目線の企画運営に好評を得た。

運営第 5 期はこれまでと同様の事業展開ができない
事態になった一方で、運営第 2 期からつなげてきたネッ
トワークが礎となり、さまざまな事業の実施につなげ
ることができた。これまで課題としてきた重層的なネッ
トワークが広がりつつあり、「点」から「面」への広がり、
ネットワークの連鎖が起きている。

運営第 6 期も丁寧に地域と向き合い、人や組織、情
報、ネットワークをつなげていくことが求められる。
今後も状況に合わせて対面、オンライン、ハイブリッ
ト型の使い分けが想定されることから、オンラインの
利点を活かした新しい事業スタイルの模索が課題とな
る。また、脱炭素に向けた動きが加速化しており、新
たなテーマを視点に取り入れた事業展開が見込まれる。
EPO 東北、東北地方 ESD 活動支援センターの 2 つの
事業を運営していくために、事務局の体制や円滑な事
業運営のための工夫、外部との連携など、時代に合わ
せたスキルアップと改善が課題となる。　

【第 5 期の運営スタイル】
リソースの活用
ネットワーク型の事業展開

【過去の運営スタイル】

EPO東北
東北ESD-C

連携

協働

協力

参加

研修会等

EPO東北
東北ESD-C

連携 協力
参加者

事業連携、支援

実行委員会

フォーラム

関係者の
巻き込み

参加者 新しい
ネットワーク

新しい
連携／協働

【主体性の向上】
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運営第 5 期
令和元年～ 3 年度（2019 ～ 2021 年度）

令和 3 年度 事業計画
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Ⅱ -1. 運営第 5 期　中期事業計画

課題 期待される役割

東北ならでは

中間支援機能の強化

業務の効率化

・東北ならではの環境活動の促進
・東北らしい協働事例の創出

・1 団体ではできないことの支援
・異分野の橋渡し

・EPO 東北業務と東北 ESD センター業務

情報提供

協働の実践

場づくり

・東北の取組み事例の発信
・他の取組み事例の情報提供

・東北×他ブロックの広域連携
・活動の具体的な支援

・相互交流と学びあいの場づくり

県をまたいで
人と情報を

つなぐ

分野を超えて
人と情報を

つなぐ

全国の動きを
東北に
伝える

東北の取組
を全国に
伝える

ハブ機能

EPO 共通の事業 EPO 東北オリジナル事業 東北 ESD センター事業

■伴走型支援業務
　・同時解決事業
■環境政策に係る支援等

■交流会型事業
　・みちのく薪びと祭り
　・ビジターセンター交流会
■東日本大震災
　・学びの発信

■プラットフォームの形成
　・東北 ESD フォーラム
　・ESD ネットワーク会議
■ ESD 活動への支援
　・講師・人材の派遣
　・事業の共催・協力・支援
　・広域連携による相互交流

行動目標 運営目標 成果目標

対話を主軸とした
事業展開

「アイディアを広げる」
会議体制の構築

東北モデルの創出

運営第 1 期～ 4 期にかけて、行政
や企業との連携が課題となってき
た。運営第 5 期では新たなステー
クホルダーを加えたネットワーク
の拡充を目指し、多様な主体との事
業連携・協働を進め、東北モデルを
創出する。

各会議の運営手法を見直し、委員と
共に事業の成果、課題を振り返り、
次に向けた整理とアイディアを議
論するフレキシブルな会議体制を
構築する。

Face to Face による関係者とのコ
ミュニケーションに重きを置いて、
各事業を展開する。対話の中でニー
ズやウォンツ、地域の課題の把握に
努め、企画の参考とする。
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本業務の実施にあたっては、幅広い知見から意見を聴取する必要があることから、NPO、行政及び企業等の関

係者からなる「EPO 東北事業検討委員会」を設置のうえ会議を 2 回程度開催し、事業実施計画（案）等について

議論するとともに、EPO 東北のコンセプトや役割を含めた基本的な方向性を検討する。

（1）事業検討委員会の開催運営等

Ⅱ - ２. 令和 3 年度　事業計画

本業務は、EPO 東北が「環境教育等による環境保全の取組の促進に関する法律（以下、「環境教育等促進法」と

記載。）」の規定する国の役割を果たすため、東北 ESD センターが「ESD 国内実施計画」等を踏まえた役割を果た

すため、全国の EPO、地球環境パートナーシッププラザ及び ESD 活動支援センター（全国及び地方）のネットワー

クを活用するとともに、東北地方の事情を踏まえて各種事業等を企画し、それを実施することにより、市民、NPO

／ NGO、行政、企業等及び社会を構成する様々な主体による協働、連携の取組みを広げ、効果的かつ効率的に、環

境保全活動、多種多様な環境施策への協力及び ESD 活動等を活性化させることを目的とする。

加えて、「第 5 次環境基本計画（平成 30 年 4 月閣議決定）」では、今後の環境政策において、経済社会システム、

ライフスタイル、技術などあらゆる観点からイノベーションの創出や経済、社会的な課題の同時解決を実現し、将

来に渡って質の高い生活をもたらす「新たな成長」につなげていくこととしている。その中で、地域の活力を最大

限に発揮する「地域循環共生圏」の考え方を新たに提唱し、各地域が自立分散型の社会を形成しつつ、地域の特性

に応じて資源を補完し支え合う取組を推進し、持続可能な地域づくりを通じて、環境で地域を元気にしていくとと

もに、持続可能な社会を構築するための創造に取り組むこととする。

業務の目的

様々な主体による協働・連携の取組を通じた環境保全活動等を活性化するため、市民、NPO/NGO、行政、企業

等との連携を確保しながら、持続可能な社会の実現に向け、環境教育等促進法の拠点であることを念頭に、地域循

環共生圏創造の推進、拠点間連携による地域内の中間支援等に係る各種業務を行うとともに、これらの活動状況等

は EPO 東北のウェブサイトやメールマガジン等を活用して発信する。

業務の内容

EPO 東北運営業務

EPO 東北のウェブサイトを活用し、イベント情報のほか、関係機関の動向、公募や助成金情報等を東北地方内

外に発信する。また、広報誌の作成やメールマガジンの活用による情報発信も行う。

（2）基本業務

１）ウェブサイト等を活用した情報発信、PR

環境教育等促進法第 19 条第 1 項に基づく国の拠点として、各種情報紹介及び相談への対応、必要に応じた助

言を行うとともに、各種会合へ参加するなどして情報収集を行う。また、必要に応じてパートナーシップ形成の

ための対話の場作り、過去に対応した案件についてのフォローアップを行う。

２）相談対応、対話の場づくり及び過去案件のフォローアップ

各地方 EPO 間の連携強化と情報共有を目的とした全国 EPO 連絡

会議及び各業務の進行管理や連絡調整の目的で開催される会合等に必

要に応じて出席する。

３）全国事業に関わる業務

EPO 東北の施設等を維持及び管理するために必要な業務を行うとともに、新型コロナウィルス感染症予防の観

点から、オフィス内の定期的な換気や除菌処理などを行う。また、民間団体等が環境保全に関する情報交換や交

流を図るため、会議スペースの供用、他団体の発行する機関誌等の配布、関連図書の貸出等を行う。会議スペー

スの供用にあたっては、国や宮城県が発信するコロナ感染症に関する情報を基に、供用の中止または制限を検討し、

担当官と相談の上、結果をウェブサイトで公表する。

４）施設の維持及び管理

・全国 EPO 連絡会議

・連絡調整会議
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環境整備のプロセスに係る支援として、構想策定や事業計画策定、ステークホルダーの組織化の各過程に応じ

た伴走支援を行う。年度当初に採択団体へヒアリングを行い、支援計画を作成の上で支援に取り組む。

※伴走支援の内容

・関係者との調整支援

・会議運営にかかる助言

・人材育成の支援、採択団体がマンダラ作成を通じて行う課題整理及び協働取組の各過程の支援

・事業発掘のプロセス支援

（3）地域循環共生圏の創造に資するための推進業務

１）地域プラットフォームの環境整備支援等業務

採択団体が行う環境整備を推進するため、採択団体が開催する意見交換会の後方支援や当日の運営を担う。企

画内容については東北地方環境事務所担当官を通じて環境省環境計画課担当官と調整を行う。

２）地域循環共生圏プラットフォーム意見交換会の支援業務

環境省及び GEOC が主催する地域循環共生圏の支援に向けた成果報告会、GEOC が主催する情報交換会、中

間報告会、作業部会、共有会及びブロック別共有会に参加する。成果報告会、情報交換会及び中間報告会に向け

ては、採択団体の資料作成等を支援し、当日の意見交換を補佐する。

３）環境省及び GEOC が主催する会議等への出席

会議名
参加主体

採択団体
地方

環境事務所
EPO

情報交換会（6 月） ○ ○ ○

中間報告会（11 月） ○ ○ ○

成果報告会（3 月） ○ ○ ○

作業部会（2 回） ○

共有会（3 回） ○ ○

ブロック別共有会（1 回） ○ ○

≪採択団体の作成資料≫

・地域の構想を書き示したコンセプトペーパー

（マンダラ）

・ステークホルダーリスト

・地域の構想の核となる事業の概要

（事業のタネシート）

・地域における取組みの成果を測定する指標案

（目標シート）

地域循環共生圏全国事務局が派遣する支援チームに派遣に関して、その進捗状況を把握するとともに、同事務

局請負者の求めに応じ制度設計に助言する。

４）支援チーム派遣団体の活動情報の共有

地域循環共生圏の国民運動である森里川海プロジェクトの推進のため、自然の恵みを引き出し、経済性を伴っ

てまわる仕組みづくりとそれを支えるライフスタイルへの変革の機運を醸成するため、地域の一次及び三次産業、

さらに地域の自治体や企業、金融機関等を巻き込んだ情報交換会を開催する。

①環境学習施設等職員における情報交換会等の開催

森里川海をテーマとした普及啓発や情報発信等について、管内のビジターセンターや自治体等を対象に情報交

換会を開催し、生物多様性に関する普及啓発や情報発信等の強化を図るとともに施設間の連携を促進する。

②パートナーシップ団体情報交換会等の開催

地域の窓口となるパートナーシップ団体※等を対象に、森里川海と地域経済を繋ぐことをテーマとした講演及

び事例紹介等を含めた情報交換会を開催し、多様な主体との連携の促進を図る。

５）森里川海推進ネットワーク形成会合の開催

※パートナーシップ団体

EPO 東北では円滑に事業を推進するために、東北各県の窓口となる団体との連携・協力関係を築いており、総称

して「パートナーシップ団体」と呼んでいる。

【青森県】NPO 法人青森県環境パートナーシップセンター

【岩手県】NPO 法人環境パートナーシップいわて

【宮城県】公益財団法人みやぎ・環境とくらし・ネットワーク

【宮城県】NPO 法人せんだい・みやぎ NPO センター

【宮城県】NPO 法人環境会議所東北

【宮城県】仙台広域圏 ESD・RCE

【秋田県】NPO 法人環境あきた県民フォーラム

【秋田県】一般社団法人あきた地球環境会議

【山形県】NPO 法人環境ネットやまがた

【福島県】NPO 法人うつくしま NPO ネットワーク
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ESD の推進に取り組んできた自治体や企業の担当者、学識経験者、地方で環境保全に取り組んでいる専門家か

らなる東北地方 ESD 活動支援センター企画運営委員会（以下「企画運営委員会」）を設置の上会議を開催し、事

業実施計画（案）等について議論するとともに、東北 ESD センターのコンセプトや役割を含めた基本的な方向性

を検討する。

（１）東北 ESD センター企画運営委員会の開催運営等

東北地方における ESD 推進のための一元的なネットワークを構築するため、専門家や関係する団体や組織の代表

者等との連携及び協力を図りながら ESD 活動に関する相談または支援窓口をはじめとする仕様書に定める業務を実

施する。各事業の実施にあたっては、ESD の考え方をベースに「地域循環共生圏」を実現する人づくり（多様なステー

クホルダーとの連携を図りながら地域資源を発掘し、持続可能な地域づくりのために活用することで、環境、経済、

社会の関係性を理解し、パートナーシップの深化、他地域との交流等を進めることのできる「人づくり」の取組み

の在り方）についても考慮する。

東北地方 ESD 活動支援センター業務

（4）拠点間連携による地域内の中間支援機能強化

持続可能な社会の実現に向け、東北の特色を活かした環境活動の促進を目的として創設したネットワークの更

なる強化等を目指すとともに、ネットワークを構成する団体等の活動や取組みを地域循環共生圏の創造へとつな

げるため、交流会を開催する。また、事業の円滑な実施に向けてキーパーソン会議を開催する。

１）みちのく薪びと祭り

地域の金融機関、経済団体等の参加する情報交換会やワークショップ等の開催をはじめとする地域循環共生圏

の推進主体となり得る企業や金融機関とのパートナーシップの形成を促進するための業務を行い、ネットワーク

を形成する。

①情報交換会等の開催

地域循環共生圏構築のため、各省庁地方支分部局、経済団体、自治体及び金融機関等の関連団体との情報交換

会を開催やワークショップの開催を支援する。

②事業検討会議への参加

GEOC が開催する事業検討会議に参加し、ネットワークを構築のプロセス、意見交換会等の場の運営及び案

件形成などに対して情報共有をするほか、有効な手段などについて議論を行うとともに、情報交換会に参加し、

情報収集を行う。

６）地域循環共生圏パートナーシップ基盤強化事業

Ⅱ - ２. 令和 3 年度　事業計画

地域の ESD 活動実践者や実践団体（学校や社会教育施設、NPO/NGO、企業等）から、ESD 活動を実践する

にあたって相談や支援の要請があった場合は、適切に対応する。加えて、ESD 実践に関心を持つ主体に働きかけ

積極的に支援する等により、ESD 活動の普及に努める。

（２）ESD 活動に関する相談及び支援窓口

域内の ESD 活動に関する情報を収集し、域内外に発信するとともに、ESD 活動に関するプログラムや資料等

を収集し、ESD 活動実践者等に提供する。地域の ESD 活動事例や地域の ESD の推進に役立つ情報等を発信す

るために、地域情報を収集のうえ整理し、ESD 活動支援センター（以下「全国センター」）が運用するウェブサ

イト内において情報を順次掲載する。

（３）ESD 活動に関する域内情報の収集発信及び ESD 活動に関する域内外への情報提供等

地域 ESD 拠点の登録を促進するために、ESD 活動実践者等に対する情報発信や調整等を行うとともに、登録

手続きにおいては登録審査を行う全国センターに対する情報提供等を行う。また、地域 ESD 拠点との間で情報共

有やイベント協力等の連携を図るなどして情報収集を行うとともに、地域における ESD 活動の支援を実施する。

（４）地域 ESD 拠点の登録及び支援等
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会議やイベント等に出席し、得られた情報等を適宜、担当官

と共有するとともに必要に応じて企画運営委員会での議論に反

映させる。また地方センターウェブサイト等を活用して地域

ESD 拠点や地域の ESD 実践者等に情報提供を行う。

（５）全国センターとの連携協力の推進等

ESD 活動推進に資するテーマを定めて地域内外の ESD 関係者に交流と学び合いの機会を提供することを目的

に、環境省、文部科学省及び全国センターが共催する ESD 全国フォーラムに分科会活動を提案する。

（６）域内外の多様な主体の連携促進、交流の機会の提供

地域における多様なステークホルダーが一堂に集い、地域ネットワークを構築する機会として東北 ESD ／

SDGs フォーラムを開催し、地域 ESD 活動推進拠点や ESD ／ SDGs 実践者を交えて、地域における活動や課

題やニーズ等を把握するとともに、地域 ESD 推進拠点との連携による普及啓発の効果的な手法等について意見交

換を行うためにフォーラムを開催する。

（７）東北 ESD ／ SDGs フォーラムの開催

テーマ設定、中核となる実践者または講師の選定を行い、6 月末を目安に年間活動計画

を作成する。

１）活動計画の策定　

ESD 推進ネットワーク等を活用して全国から分科会参加者を募集する。主要な参加対象

地域推進拠点を想定し、域内の地域推進拠点に対して、いずれかの分科会に参加するよ

う呼びかける。

２）交流会の参加募集

テーマについて参加者と交流して学び合うために、講演を含む勉強会及び意見交換会等

を実施する。

３）学び合いの実施

講師等と相談のうえ実践活動を企画し、上記３）の活動内容に対する意見交換を経て、

11 月末までを目途に実践活動を実施する。

４）実践活動

ESD 全国フォーラムに活動結果を報告する。５）報告

地域 ESD 拠点間の連携によって、地域からの ESD 推進の底上げと活性化を図るため、地域の ESD 実践者等

を対象に、ESD 関連の有識者又は先進的実践者等の講演及び意見交換を行う研修会又は学習会を開催する。

（８）ESD 推進地域研修会（学習会）の開催

その他

業務を実施するにあたっては、東北地方環境事務所と協働による円滑な運営を確保し、同事務所と密接な情報

共有及び意見交換を図るため定期的な打ち合わせを行う。また事業の内容に応じて、環境省各部局のほか環境省

以外の国の機関や地方公共団体とも協力して事業を実施する。

（１）東北地方環境事務所との協働による事業実施

業務実施計画に沿って事業を実施するにあたり、東北地方環境事務所との協働による円滑な運営を確保するた

め、密接な情報共有及び意見交換を図るとともに、事業内容に応じ、環境省各部局のほか環境省以外の国の機関

や地方自治体とも協力して事業を実施する。また、以下①～⑥への十分な配慮に加え、新型コロナウィルス感染

症の予防を念頭においた配慮や対応を行う。

（２）業務実施にあたっての配慮事項

・全国センター企画運営委員会

・ESD 活動支援センター（全国・地方）連絡会

・ESD 全国フォーラム

①全国の EPO とのネットワークの活用

②関係主体（NPO/NGO、行政、金融機関及び企業等）の参加、協力の確保、関連施設等との役割分担及び連携

③前年度までの実施事業との整合性の確保

④環境パートナーシップに係る「対話」「実践」「発信」が継続的かつ発展的に循環するような事業展開

⑤第 5 期（平成 31 年度～令和 3 年度）における活動成果及び実施体制の総括

⑥外部資金の活用
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4 月 5 月 6 月 7 月 8 月

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月

(1) 事業検討委員会の開催
に関連する業務

キーパーソン
会議①

事業検討委員会①

事業運営会議① 事業運営会議②

全国 EPO 連絡会①≪随時≫
・相談対応
・事業連携協力
・ウェブサイト更新
・メルマガ月 2 回配信

企画調整

ESDセンター
連絡会①

企画調整

Ⅱ -3. 令和 3 年度　事業予定表一覧
EPO 東北

ヒアリング
情報交換会

その他会議等

企画調整 企画準備

企画準備
ビジターセンター
交流会

交流会企画調整

(2) 基本業務に関連する業務
1) 情報発信
2) 相談対応、対話の場作り
3) 全国事業に関わる業務
4) 施設の維持及び管理

(3) 地域循環共生圏の創造に
資するための推進に関連する業務

1) 地域プラットフォームの環境整備
支援等業務

2) 地域循環共生圏プラットフォーム
意見交換会等の支援業務

3) 環境省及び GEOC が主催する
会議等への参加

4) 支援チーム派遣団体の
活動情報の共有

5) 森里川海推進ネットワーク
形成会合の開催

a 環境学習施設当職員における
情報交換会等の開催

b パートナーシップ団体
情報交換会の開催

6) 地域循環共生圏パートナーシップ
基盤強化事業

a 情報交換会等の開催
b 事業検討会議への参加

共有会① アドバイザリー
委員会①

オンラインサロン
13 回／年

（傍聴）
有識者会合①

企画調整

伴走支援
現地会議、ワークショップへ適宜参加

＜継続＞三瀬地区自治会（山形県）
＜新規＞ NPO 法人循環型社会創造

ネットワーク（青森県）
＜新規＞米沢市（山形県）
＜支援チーム派遣＞（一社）

Reborn-Art Festival（宮城県）

連絡調整会議①

事業検討会議①マッチング支援①

関係者ヒアリング
企画調整

情報交換会①

(4) 拠点間連携による地域内の
中間支援機能強化に関連する業務

企画準備

東北 ESD センター

(1) 東北地方 ESD センター企画運営
委員会の運営等に関連する業務 企画運営委員会①

(2)ESD 活動に関する相談・支援窓口
対応に関連する業務 ≪随時≫

(3)ESD 活動に関する域内情報の収集
及び ESD 活動に関する域内外への
情報提供

≪随時≫
・ウェブサイト更新
・メールマガジン月 2 回

(4) 地域 ESD 拠点の登録及び支援 ≪随時≫

(5) 全国センターとの連携協力の推進等 全国センター
企画運営委員会①オンライン

打合せ
適宜

(6) 域内外の多様な主体の連携促進、
交流の機会提供

(7) 東北 ESD/SDGs フォーラムの
開催

(8)ESD 推進地域研修（学習会）の
開催

企画調整 勉強会／意見交換会① 勉強会／意見交換会②

企画調整

(1) 東北地方環境事務所との協働による
事業実施

≪随時≫
事業ごとの打合せ等

(2) 地球環境基金との連携

ESD/ ユネスコスクール・東北コンソーシアム
との定期連絡会（隔月）

連絡会議

東北地区情報交換会

(3)GreenGift 地球元気プロジェクト
（青森）小川原湖自然楽校
（岩手）いわて流域ネットワーキング
（山形）やまがたヤマネ研究会

イベント②企画調整 イベント①
企画調整 イベント①
ツール開発

企画準備
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9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月

9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月

パートナーシップ
団体情報交換会

事業運営会議③ 事業運営会議④ 事業運営会議⑤

全国 EPO 連絡会②

ESDセンター
連絡会②

事業検討委員会②

東北 ESD ／
SDGs フォーラム

企画準備

キーパーソン
会議②

ESD 全国
フォーラム

発行校正原稿執筆企画
≪機関誌≫

EPO 東北通信

中間報告会 成果報告会

共有会② 共有会③

ブロック別共有会

フォーラム

作業部会①

作業部会②アドバイザリー
委員会②

（傍聴）
有識者会合②

（傍聴）
ワークング
グループ①

（傍聴）
ワークング
グループ②

（傍聴）
ワークング
グループ③

意見交換会

連絡調整会議②

事業検討会議②マッチング支援②

情報交換会② 情報交換会③ 情報交換会④

企画運営委員会②

全国センター
企画運営委員会②

勉強会／意見交換会③ 勉強会／意見交換会④ 勉強会／意見交換会⑤実践活動

研修会企画準備

助成金説明会

ユース環境活動発表大会地方大会

年間振返り
全体会

イベント②
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運営第 5 期
平成 31（令和元）年度（2019 年度）～令和 3 年度（2021 年度）

令和 3 年度 事業報告
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Ⅲ - １. 出張・外出のべ日数

のべ 90 日

■月別のべ出張・外出 ■地域別訪問状況

■ 3 年間における比較

■東北 6 県訪問状況

4 ～ 5 月および 8 ～ 9 月は新型コロナウィルス感染症が拡大し、まん延防止措置や緊急事態宣言が出されるなど、
昨年度に引き続き対面での打合せおよび会議・催事開催の自粛が求められた。感染症に対して各県で独自の対応が
とられていたことからこれに従い、往来自粛を呼びかけていた県への訪問は控え、オンライン対応とした。青森県
への訪問が特出して多いが、東北 ESD/SDGs フォーラム青森開催に向けた打合せや、青森県における外部連携を
2 事業行ったためである。過去の出張・外出のべ日数と比較すると出張・外出のべ日数は大きく減り、全体の 6 割
ほどがオンライン対応へとシフトした。

のべ 82 日

山形県遊佐町　大規模太陽光発電所 (7/14) 地域循環共生圏づくりプラットフォーム事業 打合せ（9/13）

のべ 112 件

■オンライン・ハイブリット会議等

0

8

16

12

10

5

14

12

5
4

0 0
0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

月毎 出張・外出のべ日数

青森

52%

岩手

6%

宮城

10%

秋田

3%

山形

13%

福島

7%

ブロック外

9%

0

5

10

15

20

25

30

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

出張・外出のべ日数／月別

R1 R2 R3



30

２）基本業務

Ⅲ - ２. 事業実施一覧

① Web サイト等を活用した情報発信、PR

Web サイト 随時更新

メールマガジン 月 2 回配信

機関誌 EPO 東北通信 年 1 回

②相談対応・対話の場づくり

相談件数 40 件

対話の機会数 127 件

共催事業 1 件

後援 4 件

活動支援 4 件

３）地域循環共生圏の創造に資するための推進に関連する業務

①地域プラットフォームの環境整備支援等業務

採択：36 団体

分類 全体 東北

環境整備 新規 20 団体 2 団体

継続 8 団体 1 団体

事業化支援 8 団体 1 団体

① -1. 環境整備のプロセスに係る支援

新規

NPO 法人循環型社会創造ネットワーク

（青森県）

米沢市（山形県）

継続 三瀬地区自治会（山形県）

① -2. 意見交換会の支援業務　

東北地区合同意見交換会 9/28

① -3. 環境省及び GEOC が主催する
会議等への出席

情報交換会（2 日間） 6/1-2

中間報告会（3 日間） 12/3、6-7

成果報告会（2 日間） 3/8

共有会（3 回） 5/11、12/8、3/9

ブロック別共有会（1 回） 9/9

アドバイザリー委員会（2 回）7/29、2/15

作業部会（2 回）	 9/10、12/8

有識者会議（3 回） 9/1、12/20、3/28

ワーキンググループ（3 回） 9/14、12/9、3/3

地域循環共生圏フォーラム 10/27

① -4. 支援チーム派遣団体の活動情報の共有

団体 （一社）Reborn-Art Festival（宮城県）

連絡調整会議 9/7

情報交換会 12/13

４）拠点間連携による地域内の
中間支援機能強化

みちのく薪びと祭り

キーパーソン会議 10/20

鳴子視察＆キーパーソン会議 11/12

１）事業検討委員会の運営等

事業検討委員会（年 2 回） 7/13、2/7

（１）東北環境パートナーシップオフィス事業

※対話の機会数：情報収集や合
意形成等の目的で参加したセ
ミナー・委員会・協働団体と
の会議等

②森里川海推進ネットワーク形成会合の開催

② -1. 環境学習施設等職員における
情報交換会等の開催

東北地方ビジターセンター交流会 3/18

② -2. パートナーシップ団体情報交換会

パートナーシップ団体情報交換会 1/24

　

③地域循環共生圏パートナーシップ

基盤強化事業

③ -1. 情報交換会等の開催

ESG 金融　ローカル SDGs
（地域循環共生圏）
シンポジウム in 秋田

11/30

関連団体との情報交換等 12 回

③ -2. 事業検討会議への参加

事業検討会議（2 回） 9/22、2/8

情報交換会（2 回） 11/30、1/26

NPO 法人循環型社会創造ネットワーク　協議会準備会（11/16）

③全国事業に関わる業務

全国 EPO 連絡会議 6/28-29、1/11

EPO 新任者向オリエンテーション 6/16

情報共有会・セミナー等 8/19、9/10

基盤ネットワーク会議等 9/21、1/7-8

④施設の維持・管理
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２）ESD 活動に関する相談・支援窓口対応

相談件数 39 件

対話の機会数 89 件

共催事業 11 件

後援 4 件

活動支援 9 件

3）ESD 活動に関する域内情報の収集及び
域内外への情報提供

Web サイト 随時更新

メールマガジン 月 2 回配信 EPO 東北と一

本化して運用機関誌 EPO 東北通信 年 1 回

１）企画運営委員会の運営等

４）地域 ESD 拠点の登録及び支援

登録数 全国 154 件

東北 16 件 前年度比 +2 件

６）域内外の多様な主体の連携促進、
交流の機会提供

（２）東北地方 ESD 活動支援センター事業

9）その他

関係する団体・組織との連携

ESD/ ユネスコスクール・東北コンソーシア

ム、東北地方環境事務所との連携会議

7/5、

1/17

（３）東北地方環境事務所との協働

１）東北地方環境事務所との協働

事業運営会議（年 5 回） 6/18、8/26、11/9、

1/13、3/16

１）（独）環境再生保全機構 地球環境基金との
事業連携

３）青森県　令和３年度環境配慮行動拡大モデ
　　ル事業

環境配慮行動拡大モデル事業コーディネート業務

・実施団体数：3 団体

・コーディネート業務内容：

①企画提案競技における審査

②ワークショップでの情報提供

③取り組み実施に関する助言

④アフターミーティングでの助言

企画運営委員会（年 2 回） 7/13、2/7

５）全国センターとの連携協力の推進等

①全国センター企画運営委員会 6/22、2/17

② ESD 活動支援センター連絡会 5/27、1/26

③ ESD 推進ネットワーク

全国フォーラム

12/11

④ ESD 国内実施計画説明会 4/26

⑤ミッション・ビジョン再構築

ミーティング

8/6

⑥ヒアリング・事例集打合せ 9/6

⑦ ESD 活動支援センター打合せ 10/7、10/21、

11/4、11/18、

12/2、12/16、

1/12、1/18

ESD for 2030 学び合いプロジェクト

地域の素材から考える

ESD/SDGs 教育の可能性

学び合い・勉強会① 8/9

学び合い・勉強会②地域編 10/23

学び合い・勉強会③学校編 10/30

実践活動「東北の連携実践事例に学ぶ」 11/3

学び合い・勉強会④振り返り 12/14

7）東北 ESD/SDGs フォーラムの開催

東北 ESD/SDGs フォーラム 2021

みちのく SDGs in あおもり

～人づくりから広がる SDGs の輪～

10/17

8）ESD 推進地域研修（学習会）の開催

あおもりの未来を異分野連携から考える 12/14

①地球環境基金主催 EPO 連絡会 2/16

② 2022 年度地球環境基金

助成金説明会（東北地区）

10/25

（４）その他　企業等との協働事業

気仙沼 ESD/RCE 円卓会議 2021（11/5）

２）GreenGift 地球元気プログラム

第 4 期（2019 年 10 月～ 2022 年 9 月）

実施都道府県 実施団体

青森県 小川原湖自然楽校

岩手県 （一社 ) いわて流域ネットワーキング

山形県 やまがたヤマネ研究会
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１）事業検討委員会の運営等（仕様書番号 4-（1）- ア）

●情報収集

新型コロナウィルス感染症予防の観点から、対面に
よる情報収集は感染状況を鑑みながらの判断とし、既
存のネットワークづてに人や組織を紹介してもらい、
地域の活動情報の収集に取り組んだ。また、オンライ
ンを活用してのヒアリングや情報交換を行った。

●情報発信

ウェブサイトおよびメールマガジンを活用し、環境
や ESD、SDGs に関する情報の他、関係機関の動向、
公募や助成金情報等の発信に努めた。運営第 5 期から
リニューアルした機関誌については、EPO 東北事業の
PR ツールとして活用した。

ウェブサイト

タイトル 東北えぽめーる通信

内容

（１）EPO 東北からのお知らせ
（２）東北 ESD センターからのお知らせ
（３）環境省からのお知らせ
（４）助成金・募集情報

登録者数 1,198 名（前年比 -2 名）（前年 1,200 名）

配信 月 2 回、臨時号あり

備考

ウェブサイトの新規構築時に搭載したシス
テムを活用して配信をしてきたが、登録者
数が 1,000 人を超えたことで配信エラー
が発生するようになったため、5 月から外
部配信サービスの利用に切り替えた。

メールマガジン

ウェブサイトアクセス数 1 日平均　147.8 件

Ⅲ - ３. 事業実施報告（１）EPO 東北業務

① Web サイト等を活用した情報発信、PR（仕様書番号 4-（１）- イ -（ア））

●名簿（敬称略、順不動）

氏名 所属・役職

委員長 新妻弘明
東北大学名誉 教授、
日本 EIMY 研究所所長

委員

市瀬智紀
宮城教育大学教育学部国際教育領域
機構 教授、ESD/ ユネスコスクール・
東北コンソーシアム　運営委員長

小幡秀樹
（株）ＳＫホールディングス
人事広報部　部長

藤公晴
青森大学社会学部 教授、
青森大学 SDGs 研究センター長

畠山順子
NPO 法人
あきたパートナーシップ　理事長

渡部昌俊 ふくしま薪ネット

細谷健司
青森県　環境生活部　環境政策課　
課長

村上利通
福島県　生活環境部　
生活環境総務課　課長

●開催

第 1 回 EPO 東北事業検討委員会
並びに第 1 回東北 ESD センター企画運営委委員会

開催日 R3/7/13（火）

会場 オンライン会議

参加者 24 名（委員 7 名）

内容

（１）EPO 東北事業検討委員会
①令和 3 年度事業計画について
②意見交換

（２）東北 ESD センター企画運営委員会
①令和 3 年度事業計画について
②意見交換

第 2 回 EPO 東北事業検討委員会
並びに第 2 回東北 ESD センター企画運営委委員会

開催日 R4/2/7（月）

会場 オンライン会議

参加者 27 名（委員 7 名、代理出席 1 名）

内容

（１）EPO 東北事業検討委員会
①令和 3 年度事業報告
②意見交換

（２）東北 ESD センター企画運営委員会
①令和 3 年度事業報告
②意見交換

（３）運営第 5 期総括
①総括報告
②意見交換

事業検討・企画運営委員会オンライン開催 (7/13）

２）基本業務（仕様書番号 4-（１）- イ）
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タイトル EPO 東北

内容

①巻頭特集
「気候教育×主権者教育プロジェクト」

② EPO 東北事業紹介
③東北 ESD センター事業紹介
④他団体協力事業

発行部数 900 部

発行 年 1 回（R4.3 月）

機関誌

・広報誌「EPO 東北通信」は EPO 東北および東北地
方 ESD 活動支援センターの PR ツールと位置付けて
活用した。活動のイメージが伝わりやすいよう写真を
大きく掲載する紙面づくりを行ったことで、「どんな
取組みをしているのかわかりやすい」と好評を得てい
る。

・メールマガジンの配信体制を見直したことで、登録管
理に関する作業の改善を図ることができた。

【成果】

・全体の事業の増加とともに事業担当の業務も増え、
ウェブサイトにおいては EPO 東北事業の報告を掲載
するページが滞りがちである。EPO 東北と東北地方
ESD 活動支援センター、2 つのウェブサイト管理に
対応するため、業務バランスを鑑みながら円滑な運
営体制が課題となる。

【課題】

●事業総括

スタッフミーティング（5/28）

②相談対応・対話の場づくり及び過去案件のフォローアップ（仕様書番号 4-（１）- イ -（イ））

共催

No. 開催日 開催地 主催 催事名等

1 6/3
山形県

飽海郡遊佐町

「地域農業と日本の食料を守り、
持続可能な社会と地域を発展さ
せる共同宣言」推進協議会

遊佐町ローカル SDGs 勉強会

2 6/10
秋田県
秋田市

（一社）あきた地球環境会議
秋田商業高校エコロジカルビジネス班 SDGs 授業
※事前に動画を撮影し、当日はその動画を放映

3
11/

19-20
宮城県
仙台市

全国風穴ネットワーク
NPO 地域づくり工房

第 8 回全国風穴サミット in 白石・仙台

4 3/28 オンライン
( 独 ) 環境再生保全機構　全国
ユース環境ネットワーク事務局

東北地区 SDGs セミナー

5 3/
山形県
酒田市

庄内協議会事務局
庄内地域ローカル SDGs 勉強会
※新型コロナウイルス・オミクロン株流行のため延期

活動支援・協力

後援

催事・会議等参加

No. 開催日 開催地 主催 催事名等

1 11/17 オンライン

東北大学大学院教育学研究科・環
境科学研究科、（一社）東松島み
らいとし機構

持続可能な世界に向けて好循環を生み出す
人のあり方・学び方・働き方
ウェビナーシリーズ第１回

2 1/12 オンライン ウェビナーシリーズ第 2 回

3 3/9 オンライン ウェビナーシリーズ第 3 回

4 2/26
青森県
青森市

青森大学附属総合研究所 SDGs
研究センター

火の文明学シンポジウム「火の学び、顕現に向けて」

No. 開催日 開催地 主催 催事名等

1 1/5 オンライン
（公社）日本青年会議所 
東北地区協議会

日本青年会議所東北地区協議会

過去案件のフォローアップ

・地域循環共生圏づくりプラットフォーム事業において、昨年度まで伴走支援の対象であった案件のフォローアッ
プに留意した。

・その他、過去に対応した案件について必要に応じて情報交換、情報提供などを行った。

No. 開催日 開催地 主催 催事名等

1 3/5 オンライン 日本環境教育学会東北支部 日本環境教育学会東北支部大会
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第 1 回全国 EPO 連絡会議（6/28-29） 第 2 回全国 EPO 連絡会議（1/11）

③全国事業に関わる業務（仕様書番号 4-（１）- イ -（ウ））

■全国 EPO 連絡会議

催事名 第 1 回全国 EPO 連絡会議

開催日 R3/6/28-29（月火）

会場 高松センタービル（香川県高松市）

内容 （１）EPO ネットワーク事業について
（２）外部連携事業について
（３）事務所会議・EPO 受託者会議

催事名 第 2 回全国 EPO 連絡会議

開催日 R4/1/11（火）

会場 ウィメンズプラザ視聴覚室（東京都渋谷区）

内容 （１）令和 3 年度事業（主に EPO 基盤業務）
進捗及び成果の共有

（２）令和 4 年度事業の予定
（３）環境省本省からのトピックス
（４）事務所会議・EPO 受託者会議

・企画への助言
・講師紹介
・広報協力
・情報提供、事例紹介

等

その他相談対応

相談対応件数　   40 件

No. 主催 会議名

1 宮城県環境生活部環境政策課 ダメだっちゃ温暖化県民会議

2 宮城県自然保護課 宮城県自然環境保全審議会

3 仙台管区気象台 東北地方気候情報連絡会

4
福島県環境創造センター
総務企画部企画課

福島県環境創造センター
交流棟展示更新検討会

委員協力

対話の機会数　127 件

Ⅲ - ３. 事業実施報告（１）EPO 東北業務

②相談対応・対話の場づくり（仕様書番号 4-（１）- イ -（イ））

■ EPO 新任者向オリエンテーション

催事名 EPO 新任者向オリエンテーション

開催日 R3/6/16（水）

会場 オンライン会議

内容 （１）主旨説明
（２）EPO 事業の特徴
（３）EPO あり方検討の経緯
（４）全国事業の経緯と成果
（５）質疑応答・意見交換

■情報共有会・セミナー等

催事名 EPO 向け脱炭素セミナー

開催日 R3/8/19（木）

会場 オンライン会議

内容 （１）話題提供
「地球温暖化対策推進法の改正と
地域脱炭素ロードマップ」

（一社）地球温暖化防止全国ネット　専務
理事　秋元智子氏

（２）話題提供
「『脱炭素』って、どう伝える？」
（一社）地球温暖化防止全国ネット
企画広報・事業グループ　井原妙氏

催事名 情報共有会

開催日 R3/9/10（金）

会場 オンライン会議

内容 （１）改正地球温暖化対策推進法について
環境省地球環境局地球温暖化対策課脱炭素
ビジネス推進室補佐　新原修一郎氏

（２）改正瀬戸内海環境保全特別措置法
について

環境省水・大気環境局閉鎖性海域対策室
室長補佐　濵名功太郎氏

２）基本業務（仕様書番号 4-（１）- イ）
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相談対応（4/19）

EPO カタログ合宿（1/7-8）

■基盤ネットワーク会議等

催事名 EPO ミーティング：基盤ネットワーク系

開催日 R3/9/21（火）

会場 オンライン会議

内容 （１）EPO カタログ作成（案）について
（２）地域循環共生圏プラットフォーム事業

下半期予定について

催事名 EPO カタログ合宿
（EPO ネットワーク事例集作成会議）

開催日 R4/1/7-8（金土）

会場 AIM3F（福岡県北九州市）

内容 （１）レクチャー
（２）事例研究
（３）情報交換
（４）検討事例共有
（５）R4 業務戦略会議

開館状況
開館日数 228 日

来場者数 371 人

会議スペースの提供
利用件数 90 回

利用者数 365 人

図書資料等の提供
提供実績 69 回

追加収集した資料等 116 件

④施設の維持・管理（仕様書番号Ⅳ - １.-（１）‐エ）

■新型コロナウイルス感染症に関する対応と予防対策
①執務室・会議室の感染症対策
　・消毒液の設置
　・定期的な消毒（1 日 4 回）

ドアノブ等、触れる頻度が高い箇所の消毒
　・定期的な換気（1 日 4 回、10 分以上）
    ・飛沫防止パーティションの設置

②会議室貸出ガイドラインをウェブサイトに掲載

③勤務体制
・感染状況に応じて在宅勤務、休日出勤、時差出勤を

導入し感染リスクを回避
・スタッフの体調管理
・マスクの着用
・打合せ時はソーシャルディスタンスを確保

④会議室の貸出中止およびオフィス閉館
　感染状況に応じて会議スペースの提供中止、オフィス
の閉館を行った。

会議スペースの
提供中止

R3/3/22 ～ 4/11

8/27 ～ 9/12

オフィス閉館 1/18 ～ 21

パートナーシップ基盤強化事業オンライン会議（6/10）
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環境整備【継続】 環境整備【新規】 事業化支援

Reborn-Art Festival
（宮城県）

米沢市
（山形県）

●事業概要

第五次環境基本計画では SDGs やパリ協定といった
持続可能な社会に向けた国際的な潮流や国内でも複雑
化する環境・経済・社会の課題を踏まえ、「地域循環共
生圏」を提唱した。
「環境で地方を元気にする地域循環共生圏づくりプ

ラットフォーム事業」では、広範な主体の積極的な参
画と連携により、ローカル SDGs である地域循環共生
圏の創造を推進することを目的としている。「地域循環
共生圏の創造に向けた環境整備（以下、「環境整備」と
記載）」に採択された活動団体について、ブロックごと
に地方 EPO が伴走支援を実施した。

9/1　有識者会議①

6/1-2　情報交換会（キックオフミーティング）

採択：36 団体

全体 東北

環境整備 新規 20 団体 2 団体

継続 8 団体 1 団体

事業化支援 8 団体 1 団体

【環境整備】
地域循環共生圏の創造に向け、「地域の総合的な取組となる経済
合理性と持続可能性を有する構想策定及びその構想を踏まえた
事業計画の策定」、「地域の核となるステークホルダーの組織化」
の取組みを実施する。

【事業化支援】
R 元年度から R2 年度に選定された活動団体のうち、地域の構
想が策定されステークホルダーの組織化等の環境整備が十分
整ったと環境省が認めた活動団体について、より具体的な事業
計画を策定しローカル SDGs ビジネスを具体化するため、各分
野の専門家からなる支援チームの形成・現地派遣を実施する。

12/3、6-7　中間報告会

3/8　成果報告会

9/28 東北地区合同意見交換会　

4/15　ヒアリング

5/12　共有会①

7/29　アドバイザリー委員会①

9/7　連絡調整会議
9/9　ブロック別共有会

9/10　作業部会①

10/27　地域循環共生圏フォーラム

8/11 ～ 10/2
Reborn-Art 
Festival2021-22

①地域プラットフォームの環境整備支援等業務（仕様書番号 4-（１）- ウ -（ア））

3）地域循環共生圏の創造に資するための推進に関連する業務（仕様書番号 4-（1）- ウ）

Ⅲ - ３. 事業実施報告（１）EPO 東北業務

4/23　ヒアリング
4/26　ヒアリング

4/13　REO 打合せ

5/10　本省打合せ

5/12　REO 打合せ 5/13　打合せ 5/14　ヒアリング

5/20　打合せ

6/9　キックオフ振り返り

支援計画作成

6/21　請負団体との打合せ
6/25　打合せ

7/2　ヒアリング

7/8-9　
ミニモニターツアー＆
意見交換会

7/9　打合せ
7/26　REO 打合せ

7/15　鶴岡信金訪問

7/27　全体会 7/30　打合せ

8/3　協議会準備会①

8/3　打合せ
8/26　REO 打合せ 8/28　シンポジウム

9/9　REO 打合せ

9/13　意見交換会　打合せ

9/27　REO 打合せ

10/11　REO 打合せ

10/18　協議会準備会②

10/19　打合せ

10/27　SDGs セミナー

11/1　打合せ

11/26　協議会準備会③

12/8　作業部会②
12/8　共有会②

12/9　ワーキンググループ②

12/10　協議会準備会④
12/13　情報交換会12/15　打合せ

1/13　打合せ

1/14　勉強会①

1/21　勉強会②

1/29　勉強会③※
感染症の流行に伴い中止

12/20　有識者会議②

12/8　REO 打合せ

1/21　協議会準備会⑤

2/21　全体会
2/14　協議会準備会⑥

3/28　有識者会議③

3/9　共有会③

2/15　アドバイザリー委員会②

9/14　ワーキンググループ①

1/31　　打合せ
2/7　　打合せ

2/4　打合せ

3/3　ワーキンググループ③

2/10　メンタリング
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鶴岡市三瀬地区自治会【山形県鶴岡市／継続】

●今年度の取組

（１）自然エネルギー活用
　風力発電建設による森林整備・森林活用に関連して
いる地域・自治組織をまとめることで協議会の設立を
目指した。

（２）自然体験
　R2 年度の取組みを経て、すでに活動が活発で課題が
明確であることが関係者間で確認できた。協議会の設
立から会社組織設立へ軌道修正を図り、DMO との合意
形成や、鶴岡信用金庫の助言を得ながら事業形態を模
索した。
　また、関係者向けモニターツアーの実施、総勢 150
名の教育旅行の受け入れ、鶴岡青年会議所とタイアッ
プした SDGs 未来キャンプを実施し、自然体験プログ
ラムの整理・内容の充実化を図るとともに庄内広域で
課題を考える仕組みの構築に取り組んだ。

●事業背景

人口減少が加速し、経済的な停滞、地域の担い手不足、
災害対策への不安、交通インフラをはじめ生活基盤の
崩壊など地域の賑わいが失われつつある。これらの課
題に対して、鶴岡市やさまざまなセクターと連携しな
がら再生可能エネルギー事業、防災事業など、多様な
課題の同時解決に向けた取組みを進めてきた。鶴岡市
内の包括的な連携を生み出し、多方面を巻き込みなが
ら多様な課題の同時解決を目指す。

●事業概要

（１）地域課題
・森林資源のエネルギー活用による山林適正管理と地

域内経済循環
・海山川里を生かした自然体験による住民が住み続け

る理由（プライド）の再認識と交流人口・関係人口
の獲得

（２）活動におけるテーマ・キャッチコピー
「三瀬（さんぜ）イズム
～住むを楽しむコミュニティ～」

（３）地域循環共生圏構想
①地域内でのエネルギーの自給自足

　地域間協議会を作り、情報共有を行いながら地域
内から出る自然エネルギーを使う「出口」の確保を
目指す。主に自治組織が担い手となることを想定し、
特に公共施設で積極的な利用を促進する。

②自然体験事業者プラットフォーム
　地域の自然資源、文化資源を活用して交流人口・
関係人口の増加を目指し、都心部からの資金的人的
資本を循環させる。担い手のクオリティや提供価
格等を平準化するため、庄内地域の関係者によるプ
ラットフォームを形成し、一元的な誘客を図る。

関係者向けモニターツアー（7/8）

● EPO 東北のアプローチ

（１）ミーティングの実施
・ステークホルダーとの合意形成の進め方の提案
・現状と課題、今後の進め方の整理
・類似事例の情報提供
・コンセプトシート（マンダラ）のブラッシュアップ

（２）事業運営のサポート
・鶴岡信用金庫訪問の同行
・関係者向けモニターツアーへの参加
・モニターツアー振返りワークショップの進行補助

モニターツアー振返りワークショップ（7/9）

鶴岡信用金庫訪問（7/15）

① -1. 環境整備のプロセスに係る支援
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Ⅲ - ３. 事業実施報告（１）EPO 東北業務

NPO 法人循環型社会創造ネットワーク【青森県八戸市／新規】

●今年度の取組

（１）八戸地域循環共生圏協議会準備会
　行政、事業者、大学、研究機関、金融機関をステー
クホルダーとする協議会設立準備会を開催した。ワー
クショップ型の会議を実施し、「協議会」のイメージを
関係者間で共有し意見交換を行う機会を設けた。

（２）ステークホルダー・ヒアリング
　個別にヒアリングを実施し、各ステークホルダーが
抱える課題とニーズの把握に取り組んだ。また、未利
用熱の活用に向けて対象事業者と実現に向けた意見交
換を行った。

●事業背景

八戸市は製紙業、鉄鋼非鉄精錬業、セメント業など
製造業が集中しており、未利用熱活用のポテンシャル
が高い地域である。化石燃料を使わない産業構造への
シフトに向けて、同業種企業の連携や他産業との連携・
協働によるイノベーションを生み出す必要がある。

●事業概要

（１）課題
・化石燃料を使わない産業構造へのシフト
・鉄鋼業・非鉄金属当の産業で排出される未利用熱の

活用
・地域で未利用資源を活用するためのプラットフォー

ム構築
（２）活動におけるテーマ・キャッチコピー

「未利用資源の循環による八戸地域連携で目指す
脱炭素社会」

（３）地域循環共生圏構想
工場など生産現場等の排熱を「未利用熱」と捉え、

地域内で利活用することで化石燃料の使用ゼロ化を目
指す。

● EPO 東北のアプローチ

（１）ミーティングの実施
・プラットフォーム事業の解説
・ステークホルダーとの合意形成の進め方の提案
・現状と課題、今後の進め方の整理
・成果物作成のサポート

（２）会議運営のサポート
・ワークショップの進行
・準備会での話題提供

米沢市【山形県米沢市／新規】

●今年度の取組

（１）米沢市 SDGs 推進協議会
　米沢市の SDGs を推進する中核組織として、大学、
商工会議所、企業、金融機関、小中高校など多様なステー
クホルダーが参画する協議会を創設し、プラットフォー
ム事業との連携を図った。

（２）コンセプトムービーの作成
　米沢市内にも SDGs 達成に貢献する事業活動に取り
組む事業者がいることから、地域の事業者や団体を紹
介するコンセプトムービーを作成してセミナー等で放
映を行った。またコンセプトムービーの作成に当たっ
ては事業者へのヒアリングを行い、課題やニーズの把
握とともに関係構築に努めた。

（３）セミナー、勉強会の開催
　職員向け研修会、市民向けセミナー、勉強会を開催し、
SDGs の理解を深めるとともに、関係者間で「上杉鷹
山流ローカル SDGs」について話し合う機会を設けた。

●事業背景

1995 年 を ピ ー ク に 人 口 は 減 少 し 続 け て お り、
2045 年には老年人口の割合が 4 割を超える推計に
なっている。進学や就職等に伴う市外流出も生産年齢
人口減少の大きな要因となっている。若者が戻ってき
たいと思える魅力ある地域づくりや地元で就職したい
と思える働く場の確保とともに、市民が住み続けたい
と思うシビックプライドの醸成が求められており、「魅
力的で活気あふれる米沢」のまちづくりを行うことが
必要である。

●事業概要

（１）課題
・SDGs を実装する環境の町づくりの推進
・「持続可能な地域づくり」の先駆けと言われる米沢

9 代藩主・上杉鷹山の教えや理念を SDGs の視点か
らとらえ直し、シビックプライドの醸成に活かす

・高齢者の社会参画による地域コミュニティの活性化
（２）活動におけるテーマ・キャッチコピー

「地球に感謝！　
なせばなる上杉鷹山流のローカル SDGs」

（３）地域循環共生圏構想
地域の自然や歴史、文化的資源を見つめ直し、市民・

地域・事業者が一体となってゼロカーボンに向けた活
動や環境保全意識の普及・啓発等に取り組み、「なせ
ばなる『上杉鷹山流のローカル SDGs』を実現する。

※上杉鷹山（ようざん）：米沢藩 9 代目藩主。莫大な借金で潰れ
かけた米沢藩の財政再建を一代で成し遂げた江戸時代屈指の名
君として知られ、「持続可能な地域づくりの先駆け」とも言われ
ている。

● EPO 東北のアプローチ

（１）ミーティングの実施
・プラットフォーム事業の解説
・ステークホルダーとの合意形成の進め方の提案
・現状と課題、今後の進め方の整理
・他地域の取組み事例紹介
・成果物作成のサポート

（２）勉強会のサポート
・ワークショップの進行

① -1. 環境整備のプロセスに係る支援

①地域プラットフォームの環境整備支援等業務（仕様書番号 4-（１）- ウ -（ア））

3）地域循環共生圏の創造に資するための推進に関連する業務（仕様書番号 4-（1）- ウ）
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催事名 令和 3 年度 情報交換会（キックオフ）

開催日 R3/6/1 ～ 2（火・水）

会場
東北ブロック　サテライト会場
HUMOS5　8F 会議室大 A ホール

（宮城県仙台市）

参加者
サテライト会場参加者　24 名

（会場 14 名、オンライン 10 名）

主催 EPO 東北、東北地方環境事務所

内容

（１）キックオフ本体プログラム（Zoom）
への参加

①本事業の特徴性について
②講演「地域を変える学びの重要性」
③環境整備（継続）活動団体　発表
④環境整備（新規）活動団体　発表

（２）サテライト会場での意見交換
①話題提供

・（一社）Reborn-Art Festival　
・三瀬地区自治会

②ワークショップ　気づきの共有
③ 2 日間の感想共有

開催概要

東北地区合同の情報交換会、意見交換会の開催

・東北地区の活動団体、請負事業者、東北地方環境事
務所、EPO 東北が一堂に会し交流する機会として、
情報交換会東北サテライト会場を設けた他、意見交
換会も東北地区合同で開催した。

・関係者全員で事業の概要および方向性を確認し、本
事業の理解を深めることを目的とした。活動状況や
地域へのアプローチ手法を共有することにより、新
たな視点と気づきを得る学びの場として開催した。

・新規団体は EPO 東北の伴走支援が初めての体験と
なることから、継続団体と EPO 東北の関係性や関
わり方を理解してもらうことも狙いとした。

① -2. 意見交換会の支援業務

催事名 東北ブロック合同意見交換会

開催日 R3/9/28（火）

会場 オンライン会議

参加者

33 名
（採択団体、環境省本省、東北地方環境事務所、
請負者、アドバイザリー委員、GEOC、
EPO 東北）

主催 EPO 東北、東北地方環境事務所

内容

（１）事例紹介「VESTA プロジェクト」
NPO しんりん　大場隆博氏
もりたびの会　加賀 道氏

（２）活動報告と意見交換
・（一社）Reborn-Art Festival
・三瀬地区自治会
・米沢市
・NPO 法人循環型社会創造ネットワーク

備考

VESTA プロジェクト（宮城県大崎市）現地
見学を含めたリアル開催を企画していたが、
新型コロナウィルス感染症の広がりを受け
て宮城県に緊急事態宣言が出され（8/27 ～
9/12）、9/30 までまん延防止等重点措置対
象地域となったことからオンライン開催へ変
更した。

合同意見交換に向けた打合せ（9/13）

東北ブロック合同意見交換会（9/28）情報交換会東北サテライト会場（6/1 ～ 2）
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① -3. 環境省及び GEOC が主催する会議等への出席

会議名 開催日 開催形態 概要

情報交換会
（2 日間）

6/1 ～ 2 オンライン

地域循環共生圏づくりに挑戦する人々が集い、お互いを知り学び合いの関
係性をつくることを目的にキックオフミーティングが開催された。
１）EPO の役割：地方ブロック別コミュニケーションタイムの進行
２）東北地区：東北ブロックサテライト会場を設け、団体同士の相互交流

の機会を設けた。

中間報告会
（3 日間）

12/3、
6 ～ 7

オンライン
環境整備活動団体の進捗を共有し、今後の取組みの学びとなるよう団体間
のノウハウ交流や学び合いの機会として開催された。
１）EPO の役割：ブレイクアウトルームを使った意見交換の進行

成果報告会 3/8 オンライン
1 年間の取組みの成果報告が行われた。活動団体同士がお互いの取り組み
を共有するとともに、今後も取組を続けるにあたり助け合える仲間をつく
ることを目的として開催された。

（１）活動団体向けの報告会等への参加および補佐

会議名 開催日 開催形態 概要

共有会
（3 回）

5/12
12/8
3/9

オンライン

目的：事業全体の情報共有および、中間報告会・成果報告会後に振返りを
行う。

参加：環境省環境計画課・民間活動支援室、地方事務所、GEOC、
地方 EPO

ブロック別
共有会（1 回）

9/9 オンライン

目的：今年度の環境整備活動団体の状況や、EPO による支援状況を地方ブ
ロック毎に共有する。

参加：全国事務局（環境省環境計画課、請負者、GEOC）、地方事務所、
地方 EPO

アドバイザリー
委員会（2 回）

7/29
2/15

オンライン

目的：地域プラットフォーム環境整備支援のプロセス分析・加速化の方策
などについて検討する。

参加：アドバイザリー委員、環境省環境計画課・民間活動支援室、GEOC
傍聴：地方事務所、地方 EPO、いであ沖縄支社、請負者

作業部会
（2 回）

9/10
12/8

オンライン
参加：地方 EPO、いであ沖縄支社、GEOC
傍聴：環境省環境計画課・民間活動支援室、アドバイザリー委員

（２）事務局関係者間の会議への参加

会議名 開催日 開催形態 概要

有識者会議
（3 回）

9/1
12/20
3/28

オンライン

目的：環境整備及び支援チーム派遣等を行う団体の選定、継続の要否を検
討し、プラットフォーム事業の全体像について意見を頂戴する。

参加：有識者会議委員、環境省環境計画課、事務局（請負者）
傍聴：GEOC、地方事務所、地方 EPO、いであ沖縄支社

ワーキング
グループ（3 回）

9/14
12/9
3/3

オンライン

目的：支援スキームづくり等を検討するとともに、プラットフォームの機能、
運営方法等についても見直し、改善を図る。

参加：委員、環境省環境計画課、事務局（請負者）
傍聴：GEOC、地方事務所、地方 EPO、いであ沖縄支社

地域循環共生圏
フォーラム
2021

10/27 オンライン
目的：各地域や企業等で注目されるトピックについて事例を紹介し、参加

者と双方向の議論を行うことで「出会い・交流」の場づくりを行う。
参加：各分科会 300 名を上限に広く参加募集

（3）その他会議および催事へのオブザーブ参加

Ⅲ - ３. 事業実施報告（１）EPO 東北業務

①地域プラットフォームの環境整備支援等業務（仕様書番号 4-（１）- ウ -（ア））

3）地域循環共生圏の創造に資するための推進に関連する業務（仕様書番号 4-（1）- ウ）
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① -4. 支援チーム派遣団体の活動情報の共有

事業化支援（支援チーム派遣）団体向けに開催された会議、ヒアリング等にオブザーブ参加し、進捗状況の把握に
努めた。また、東北ブロックで開催した合同の情報交換会、中間報告会への参加を促し交流の機会を設けた。

会議名 開催日 開催形態 概要

連絡調整会議
（2 回）

9/7 オンライン

目的：各地域の事業化に向けた取り組内容の共有、今後の展開に向けた意
見交換を行う。

参加：活動団体、委員・専門家、環境省環境計画課、事務局（請負者）
傍聴：GEOC、地方事務所、地方 EPO、いであ沖縄支社

情報交換会 12/13 オンライン

目的：取組みの進捗状況、課題を共有し、地域間の連携の可能性について
意見交換を行う。

参加：活動団体、環境省環境計画課、事務局（請負者）
傍聴：GEOC、地方事務所、地方 EPO、いであ沖縄支社

・課題の整理やステークホルダーを対象としたワーク
ショップ進行など、環境整備に必要な支援に取り組ん
だ。事業の進捗については東北担当の請負者とも情報
共有を行い、東北ブロックの連帯感を醸成することに
努めた。

・EPO 東北独自の取組みとして、情報交換会と意見交
換会を東北ブロック合同で開催した。地域へのアプ
ローチ手法などについて積極的に助言や提案が行わ
れ、有意義な学び合いの機会を提供することができた。
特に新規活動団体は合同意見交換後に取組みが活性化
され、事業推進の後押しになった様子がうかがえた。

【成果】

・本事業に関わる関係者が多い中で、関係者ごとのオン
ライン会議の数が多く、業務量が増加傾向にある。円
滑な情報共有とコミュニケーションのあり方が課題と
なる。

・新規団体はプラットフォームのイメージが具体的に描
けない、ステークホルダーが参画する場作り・仲間づ
くりを理解していないなど、共通の課題がみられる。
これらの課題解決を目的に、合同意見交換会では事例
視察を含めた対面開催を企画していたが、新型コロナ
ウィルス感染症の影響でオンライン開催となり、対面
開催ほどの効果は得られなかった。オンライン開催の
場合でも効果的な学び合いの機会が提供できるよう工
夫が求められる。

【課題】

●事業総括

【循環型社会創造ネットワーク】　準備会ワークショップ（10/18）【循環型社会創造ネットワーク】　打合せ（5/20）

【米沢市】コンセプトムービー【米沢市】オンラインセミナー「ローカル SDGs 入門」（10/27）
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●事業背景

環境省では自然資源を豊かに保ちその恵みを引き出
すこと、一人一人が森里川海の恵みを支える社会をつ
くることを目指しており、国立公園の自然を伝える学
習施設であるビジターセンター・インフォメーション
センターの活用が期待される。EPO 東北ではこれらの
施設とのつながりが弱く、相互理解と学習の機会を設
けネットワークの拡充に取り組むこととし、平成 30

（2018）年度から継続して交流会を開催してきた。

●課題

・少人数でセンター運営が行われており、運営や利用者
向けプログラムの開発と実施、地域との連携、館内展
示など、多くの課題を抱えている。

・社会のニーズや利用者の情報収集のあり方が大きく変
容しており、自然体験学習や観光分野でもオンライン
型の企画が行われ、PR ツールとして動画が活用され
ている。ビジターセンターにおいても新たな啓発スタ
イルへの対応が課題となっている。

●プロジェクト概要

環境省直轄のビジターセンター・インフォメーショ
ンセンターを対象に、相互交流と学びあいの場を作る
ことで東北地区のネットワーク構築を目指す。
「生物多様性に関する普及啓発や情報発信」の視点か

らオンライン配信や動画を活用した自然体験や啓発手
法を学び、今後の活用に向けた検討を行う。

● EPO 東北のアプローチ

①ヒアリング
各ビジターセンター・インフォメーションセンター
を訪問し、各センターのニーズ把握に努めた。

②異分野との連携
オンライン型の自然体験プログラムや動画配信によ
る PR を検討するにあたり、実際に YouTube 配信
を行っている方を招聘して意見交流を行った。

3）地域循環共生圏の創造に資するための推進に関連する業務（仕様書番号 4-（1）- ウ）

②森里川海推進ネットワーク形成会合の開催（仕様書番号 4-（１）- ウ -（オ）-a）

② -1. 環境学習施設等職員による情報交換会等の開催

催事名 東北地方ビジターセンター交流会

開催日 3/18（金）

会場 オンライン会議

参加者 24 名

主催 EPO 東北

内容

講話

「アフターコロナに向けた新たな情報
発信について」

（一社）コ・クリエーションデザイン　
平田裕之氏

話題提供

「始める！続ける！楽しむ！～動画配
信の効果～」
いずみキャンプチャンネル　
Youtuber　和泉氏

意見交換　

「アフターコロナを見据えた新たな情
報発信の在り方について」

【ファシリテーター】　
（一社）コ・クリエーションデザイン　
平田裕之氏

開催概要

事業プロセス

2

月

1

月

12

月

11

月

10

月

9

月

3/18　東北地方ビジターセンター意見交換会

企画調整

9/28

9/29
9/30
10/5

12/27 関係者打合せ

1/20 関係者打合せ（オンライン）

10/6

10/12

・講話、話題提供では作成側の視点、視聴者の視点から
丁寧にお話しいただき、参加者から好評を得た。アン
ケートでは「はっとした」「気づかされた」という感
想が多く、異業種との交流によって第 3 者視点を考
える機会となった。

・オンライン開催はチャットで発言がしやすい利点もあ
り、活発な意見交換の場が形成できた。

【成果】

・各施設ごとに特色があり、企画に際しては議論の方向
性をそろえること、共通のテーマを見出すことが大き
な課題となる。高い満足感を感じた参加者もいる一方
で、議論の深まりの点で不満の声も寄せられた。

・動画配信に関して否定的な意見も多く見られた。組織
内で整理すべき課題についての発言もあり、予めグラ
ンドルールを明示するなど改善の必要がある。

【課題】

●事業総括

東北地方ビジターセンター交流会（3/18）

Ⅲ - ３. 事業実施報告（１）EPO 東北業務

春

夏

訪問ヒアリング

6/14

6/15
8/4

8/12 ～ 8/31　宮城：独自の非常事態宣言
8/20 ～　    宮城：まん延防止措置　
8/27 ～ 9/12　宮城：緊急事態宣言
9/13 ～ 9/30　宮城：まん延防止措置
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●事業背景

EPO 東北ではパートナーシップ団体との連携・協働
の関係性を継続させるため、定期的に会議の場を設定
してきたが、一方的な事業報告を行う場に留まってい
た。運営第 4 期から大幅な見直しを行い、参加団体に
とって有意義な学習と交流の機会となるよう企画に取
り組んでいる。

国内で脱炭素化に向けた動きが加速化しており、環境
分野においても SDGs の視点から取組みをとらえ直し
ていくことが求められている。

●課題

・2015 年に SDGs が採択されて以降、パリ協定の成
立、ESG 金融の広まり、コロナウイルス感染症の影響、
脱炭素に向けた取組みの加速化など、社会が大きく変
容している。市民活動のあり方も社会のニーズに合わ
せて変革が求められる。

・新たな取組みを創出していくために、最新の動向を把
握して対応していくことが課題となっている。

●プロジェクト概要

脱炭素に関する国内の動向を把握し、先行して対応
した市民活動に取り組んでいる事例を共有する。その
上で関係者間で今後の活動展開や、EPO 東北との連携
のあり方について意見交換を行う。

● EPO 東北のアプローチ

・脱炭素をテーマに 2 つの話題提供および活動紹介を
行い、国内の動きとともに北海道・東北地区で生ま
れている新たなアプローチについて情報共有を行う。

・関係者による意見交換を通して、今後の連携のあり
方を模索する。

催事名 パートナーシップ団体情報交換会

開催日 R4/1/24（月）

会場 オンライン会議

参加者 28 名

主催 EPO 東北

内容

話題提供
①

「2030 年脱炭素社会に向けて」 
環境対策課（併任）資源循環課　主査　
岡内啓悟氏

話題提供
②

「EPO ネットワークの動きについて」
（一社）環境パートナーシップ会議
理事・事務局長　尾山優子氏

活動紹介
①

「ESD 活動支援センターの方向性につ
いて」
EPO 北海道／北海道地方 ESD 活動支
援センター 統括　久保田学氏

活動紹介
②

「「気候変動対策×主権者教育」プロ
ジェクト」

（一社）あきた地球環境会議 事務局長
福岡真理子氏

全体ディスカッション
（主な意見）
・「脱炭素先行地域」について、自治体からの相

談が増えている。東北地方環境事務所に相談窓
口が設置されるのであれば、今後連携していけ
ると良い。

・事業者向けのセミナーを開催する中で、省エネ
などへの関心の高まりを感じている。地域の課
題解決にもつながる新しい仕組みを考えて提案
していくことも考えたい。

・SDGs を実装するためには地域の学校での
ESD がより重要になると考える。

・脱炭素や気候教育に関する勉強会や情報共有、
議論の発信を EPO と協働で取り組んでいける
と良いのではないか。

開催概要

・日頃から事業連携を行う関係団体とカーボンニュート
ラルに関する最新の動向を共有し、各地域の状況につ
いて話題を提供していただく情報交換を行うことがで
きた。

・継続して情報交換および意見交換の場を設けること
で、関係性やネットワークの維持につながっている。

【成果】

・対面での開催を予定していたが、新型コロナウィルス
「オミクロン株」の流行に伴い、オンライン開催に変
更した。情報共有についてはオンラインで十分対応で
きるが、意見交換では活発な議論には至らず、20 名
を超えるオンライン会議に進行は課題である。

【課題】

●事業総括

②森里川海推進ネットワーク形成会合の開催（仕様書番号 4-（１）- ウ -（オ）-b）

② -2. パートナーシップ団体情報交換会

パートナーシップ団体情報交換会（1/24）
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●事業背景

2015 年 SDGs 採択やパリ協定の成立を機に、環境・
社会・ガバナンスを考慮した経済の考え方が急速に広
がっている。日本においても脱炭素化に向けた取組み
が加速化し、新型コロナウィルス感染症の拡大は持続
可能な社会を前提に経済活動が営まれるべきとの認識
をより一層強める契機となった。あらゆるステークホ
ルダーが連携しながら持続可能性を持つ事業構築に関
与・協力していくことが求められている。

●課題

・多様な主体が連携し、新たな取組みの実現・実装を目
指す必要がある一方で、地域文脈に則った地域循環共
生圏の創造についての理解が広がっていない。

・地域の持続可能性の向上や地域循環共生圏の創出に資
する取組みの支援が課題となっている。

●プロジェクト概要

地域文脈に則った地域循環共生圏の創造について、
多角的視点から考え理解すると同時に、持続可能で魅
力的な地域づくりのためのデザインのあり方や人材育
成を含めた具現化の手法について、ESG 地域金融を
キーワードに学び共有し議論することで新たな取組み
の実現・実装を目指す。

● EPO 東北のアプローチ

・EPO 東北のパートナーシップ団体であるあきた地球
環境会議との協働による、秋田県を中心に東北に発
信するハイブリット型のフォーラムを開催した。

催事名
令和 3 年度 ESG 金融　
ローカル SDGs（地域循環共生圏）
シンポジウム in 秋田

開催日 R3/11/30（火）

会場
秋田拠点センター ALVE 多目的ホール２F

（秋田県秋田市）※ハイブリット開催

参加者
67 名

（会場：35 名、オンライン：32 名）

主催
EPO 東北、環境省東北地方環境事務所、

（一社）あきた地球環境会議

共催 秋田市地球温暖化防止活動推進センター

後援

秋田県、秋田市、仙北市、秋田県商工会議所連
合会、秋田県商工会連合会、秋田県中小企業団
体中央会、（一社）秋田経済同友会、（一社）秋
田県経営者協会、（一社）秋田県銀行協会、（株）
秋田銀行、（株）北都銀行、（公財）秋田青年会議所、

（大）国際教養大学

内容

基調講演
①

「ESG 金融の実装に向けて」
環境省大臣官房環境経済課 
環境金融推進室　室長
近藤崇史氏

基調講演
②

「只見生まれの米焼酎
『ねっか』と地域未来」
福島県只見町教育委員会　元教育長　
齋藤修一氏

東北の
先進事例

「サステナブルファイナンス
について」
財務省 東北財務局 理財部長 
田村嘉啓氏

「環境省 ESG 地域金融促進事業 再エ
ネを軸とした地方創生に向けて～脱
炭素社会実現へのマイルストーン～」
株式会社北都銀行　
営業推進部地方創生室　
シニアマネージャー　佐藤貴幸氏

「SDGs 未来都市　
仙北市の持続可能なまちづくり」
仙北市総務部地方創生・総合戦略室　
係長　明平英晃氏

パネルディスカッション
「地域循環共生圏を実装するための
秋田版ロードマップとは」

【コーディネーター】　
（一社）コ・クリエーションデザイン代表理事 
平田裕之氏

開催概要

・パネルディスカッションでは多様なステークホルダー
の連携の可能性や、取組みを発展させていくために人
材育成が重要性であることなどが議論され、多角的な
視点から具体的な手法を学ぶ場を形成することができ
た。

・業務の効率化が EPO 東北事業運営の課題となる中で、
パートナーシップ団体との協働による事業を実施する
ことができた。

【成果】

・東北では地域循環共生圏の概念や ESG 金融に関する
理解の浸透が十分とはいえず、具体事例から取り組み
を学ぶ機会が求められている。今後も東北各県で学び
合いの機会を創出していくこと、実施にあたっては地
域の主体との協働と、地域事例の発掘が課題となる。

・多様な連携をつなぐために、重層的なネットワーク構
築が継続課題である。

【課題】

ESG 金融ローカル SDGs（地域循環共生圏）シンポジウム in 秋田（11/30）

●事業総括

③地域循環共生圏パートナーシップ基盤強化事業（仕様書番号 4-（１）- ウ -（カ））

③ -1. 情報交換会等の開催

（１）シンポジウムの開催

Ⅲ - ３. 事業実施報告（１）EPO 東北業務

3）地域循環共生圏の創造に資するための推進に関連する業務（仕様書番号 4-（1）- ウ）
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団体名 開催日 開催形態 概要

生活クラブ連合会
4/19 対面 地域循環共生圏に関する情報交換

1/19 オンライン ローカル SDGs 勉強会に関する打合せ

財務省東北財務局

6/1 対面 ESG 金融および脱炭素に関する情報交換

9/27 対面 ESG 金融シンポジウムに関する打合せ

11/26 ハイブリット ESG 金融シンポジウムに関する打合せ

ユキノチカラプロジェクト協議会
北上信用金庫

6/10 オンライン 金融庁連携チームによる事業勉強会

6/24 対面 取組ヒアリングおよび地域循環共生圏に関する情報交換

岩手銀行 6/16 対面 ESG 金融および脱炭素に関する情報交換

NPO 法人 SET 7/6 対面 取組ヒアリングおよび地域循環共生圏に関する情報交換

七十七銀行 8/26 対面 ESG 金融および脱炭素に関する情報交換

Iwate, the Last Frontie 10/6 対面 取組ヒアリングおよび地域循環共生圏に関する情報交換

（２）関連団体との情報交換等

会議名 開催日 開催形態 概要

事業検討会議
（2 回）

9/22
2/8

オンライン

目的：各地方の取組み情報を共有し、幅広いステークホルダー間のパート
ナーシップの形成や案件形成の取組みに関係のある課題を相互参照
し、改善策を見出すための一助とする。また関係構築に不足している
情報を補完する。

参加：環境省民間活動支援室・環境計画課、地方事務所、地方 EPO、
GEOC

情報交換会
（2 回）

11/30
1/26

オンライン

目的：NPO や小規模事業者の立場から、地域課題の解決（ローカル
SDGs の達成）に向けて地域金融機関とパートナーシップを組んでい
く際に、有効となる対話のポイントや知識を取得する。

参加：環境省民間活動支援室・環境計画課、地方事務所、地方 EPO、
GEOC

備考：他の業務対応のため欠席。後日、共有された録画を視聴することで
対応した。

（３）金融庁連携チームとの打合せ

持続可能な地域経済社会の活性化に向けて、金融庁監督局参事官と環境省大臣官房審議官を共同チーム長とする「持
続可能な地域経済社会の活性化に向けた連携チーム」が新たに発足した（令和 3 年 3 月 31 日）。地域課題の解決を
通じた地域経済の活性化や、地域資源の活用を通じた持続可能な地域社会づくりに資する取組みを支援するため、東
北地方の事例等について情報交換を行った。

参加団体 開催日 開催形態 概要

金融庁監督局総務課地域課題解決支援室
環境省大臣官房環境経済課環境金融推進室
東北地方環境事務所
EPO 東北

4/21 オンライン
金融庁の取組みおよび地域循環共生圏プラット
フォーム事業の東北事例に関する情報交換

5/26 オンライン
連携チームの取組みおよびユキノチカラプロ
ジェクトに関する情報交換

③ -2. 事業検討会議への参加

ESG 金融シンポジウムに関する打合せ（11/26）金融庁連携チームとの打合せ（5/26）
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●課題

みちのく薪びと祭りは密集しての会合であり、車座の
議論を通して独自のネットワークを形成してきた。新
しい生活様式の観点からこれまでと同じスタイルでの
開催が難しい一方で、現地での学び合いと相互交流を
軸とする交流会型事業であることからオンライン実施
は事業の内容に適さない点が課題である。

●プロジェクト概要

・キーパーソンのうちの 1 人が、地域循環共生圏の推
進に資するプロジェクトを展開していることから、現
地視察を行う。

・これまでの成果を改めて振返り、みちのく薪びと祭り
開催後の地域の変容など、アウトカムの共有を行い、
2 巡目開催に向けた意識共有と合意形成を図る。

● EPO 東北のアプローチ

・みちのく薪びと祭りの開催が地域にもたらした波及効
果など「アウトカム」に関する検証が課題となってい
たことから、これまでの振返りと整理を行った。

・2 巡目開催に向けた協働の形、新たに巻き込むべきス
テークホルダーを議論する。

●事業背景

東日本大震災後に EPO 東北が取り組んだ「3.11 あ
の時」ヒアリングをきっかけに、平成 23（2011）年
度より再生可能エネルギー交流会を開催し、地域にお
ける自立分散型のエネルギーのあり方を議論してきた。
平成 26（2014）年度からは地域開催型交流会へと形
を変え、地域のキーパーソンとなる団体と協働で「み
ちのく薪びと祭り」を開催してきた。令和元（2019）
年度に東北 1 巡を達成し、東北ならではの地域性を強
く意識した一体感が生まれている。令和 2 年度からみ
ちのく薪びと祭り 2 巡目を企画していたが、新型コロ
ナウィルス感染症予防の観点から開催を自粛している。

催事名
みちのく薪びと祭り
鳴子視察＆キーパーソン会議

開催日 R3/11/12（金）

場所
サステナヴィレッジ鳴子、エコラの家

（宮城県大崎市）

参加者 22 名

主催 EPO 東北

協力
NPO しんりん
鳴子温泉もりたびの会
GEOC

内容

（１）VESTA プロジェクト現地視察
（２）みちのく薪びと祭りキーパーソン会議
「みちのく薪びと祭り」今後の可能性と次年
度からの企画立案

【ファシリテーター】　
GEOC　江口健介氏

催事名 キーパーソン会議

開催日 R3/10/20（水）

場所 オンライン会議

参加者 12 名

主催 EPO 東北

内容

（１）参加者の近況報告
（２）鳴子視察について
　 　・視察の主旨説明
　 　・視察先での議論について

開催概要

●事業総括

・顔の見える関係性であること、取組みの価値を新しい
視座で学び直す機会であることなど、改めて事業の役
割と意義を関係者間で確認することができた。

・2 巡目は新しい参加者を巻き込むことで、人材を掘り
起こしながらネットワークをつなぎ、みちのく薪びと
祭りの運営の世代交代も視野に入れて進めることが合
意された。

【成果】

・オンライン開催ではみちのく薪びと祭りの役割が果た
せないとの共通認識があり、開催はコロナウイルス感
染症の状況に大きく左右される。

・2 巡目の運営にあたってはキーパーソンの世代交代は
やむを得ないことから、新たな人材発掘と関係構築が
必要である。年々業務量が増加する中で、事務局の対
応は検討課題となる。

【課題】

キーパーソン会議（11/12）

Ⅲ - ３. 事業実施報告（１）EPO 東北業務

４）拠点間連携による地域内の中間支援機能強化（仕様書番号 4-（1）- エ）

VESTA プロジェクト現地視察（11/12）
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Ⅲ - ３. 事業実施報告（２）東北地方 ESD 活動支援センター業務

１）東北地方 ESD 活動支援センター企画運営委員会の運営等（仕様書番号 4-（２）- ア）

●名簿（敬称略、順不動）

氏名 所属・役職

議長 見上一幸
（公社）仙台ユネスコ協会 会長
宮城教育大学　名誉教授

委員

淺野亮
気仙沼市・宮城教育大学連携セン
ター主任運営員（運営統括）

市瀬智紀
宮城教育大学教育学部 国際教育領域
機構 教授、ESD/ ユネスコスクール・
東北コンソーシアム運営委員長

齋藤修一 只見町教育委員会　元教育長

渋谷晃太郎
岩手県立大学
総合政策学部環境政策講座 教授

福岡真理子
（一社）あきた地球環境会議　事務
局長、地域 ESD 活動推進拠点

細谷健司
青森県　環境生活部　環境政策課　
課長

村上利通
福島県　生活環境部　
生活環境総務課　課長

●委員会の開催

第 1 回 EPO 東北事業検討委員会
並びに第 1 回東北 ESD センター企画運営委委員会

開催日 R3/7/13（火）

会場 オンライン会議

参加者 24 名（委員 7 名）

内容

（１）EPO 東北事業検討委員会
①令和 3 年度事業計画について
②意見交換

（２）東北 ESD センター企画運営委員会
①令和 3 年度事業計画について
②意見交換

第 2 回 EPO 東北事業検討委員会
並びに第 2 回東北 ESD センター企画運営委委員会

開催日 R4/2/7（月）

会場 オンライン会議

参加者 27 名（委員 7 名、代理出席 1 名）

内容

（１）EPO 東北事業検討委員会
①令和 3 年度事業報告
②意見交換

（２）東北 ESD センター企画運営委員会
①令和 3 年度事業報告
②意見交換

（３）運営第 5 期総括
①総括報告
②意見交換

【ファシリテーター】
EPO ちゅうごく統括　松原裕樹氏

２）ESD 活動に関する相談・支援窓口対応（仕様書番号 4-（２）- イ）

No. 開催日 開催地 主催 催事名

1 6/11
宮城県

気仙沼市

気仙沼市教育委員会

気仙沼 ESD ／ RCE 推進委員会

令和 3 年度

第 1 回気仙沼 ESD ／ユネスコスクール研修会

2 9/6

オンライン 仙台ユネスコ協会
キリバス共和国 War Memorisl 小学校と

気仙沼市立鹿折小学校 交流学習

3 9/28

4 11/12

5 11/19

6 11/5
宮城県

気仙沼市

気仙沼市教育委員会

宮城教育大学 ESD/ ユネスコス

クール・東北コンソーシアム

気仙沼 ESD/RCE 推進委員会

気仙沼 ESD/RCE 円卓会議 2021

7 12/4
秋田県
横手市

秋田県南 NPO センター
みんなで考えよう～地球温暖化で秋田に住めなくな

る！？ 自分たちができることとは？～

8 1/14
宮城県

気仙沼市

気仙沼市教育委員会

気仙沼 ESD ／ RCE 推進委員会

令和 3 年度 

第 2 回気仙沼 ESD/ ユネスコスクール研修会	

9 1/29

宮城県

仙台市

ハイブリット

宮城教育大学 ESD/ ユネスコス

クール・東北コンソーシアム

2021 年度　

ESD/ ユネスコスクール・東北コンソーシアム

児童生徒の探究型学習・課題研究発表会

10 2/2
秋田県

大仙市
大仙市立大曲南中学校

ESD/SDGs 講演会・ワークショップ　～気候変動の

現状と適応を当事者意識をもって考える～

11 2/19

宮城県

仙台市

ハイブリット

宮城教育大学 ESD/ ユネスコス

クール・東北コンソーシアム

ESD/ ユネスコスクール・東北コンソーシアム

第 4 回学び合いセミナー

共催
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Ⅲ - ３. 事業実施報告（２）東北地方 ESD 活動支援センター業務

No. 開催日 開催地 主催 催事名等

1 6/18
山形県
山形市

山形市教頭会
教頭会 SDGs 勉強会
※会場が新型コロナウイルスワクチンの集団接種会場となった

ため中止

2 7/20
山形県
東根市

東桜学館高等学校 高校 1 年生対象　国際理解講演会

3 7/31
宮城県
仙台市

ESD/ ユネスコスクール・東北コ
ンソーシアム	
宮城教育大学

2021 年度コンソーシアム第 1 回学びあいセミナー

4 9/7 オンライン 福島県県中地方振興局
令和３年度地球にやさしい“ふくしま”県民会議県

中地方会議

5 9/8 オンライン 山形県教育センター
令和３年度 山形県教育センター専門研修

ESD、SDGs の授業づくり講座

6 10/8 オンライン（一社）秋田犬ツーリズム
秋田犬ツーリズムエリア内

事業者向け SDGs セミナー

7 11/10
山形県
上山市

上山市小中学校教育研修会 上山市小中学校教育研修会　社会科部会

8 11/25
秋田県
鹿角市

鹿角地域振興局 鹿角地域教育旅行関係者 SDGs セミナー

9 12/21
宮城県
蔵王町

みやぎ教育旅行等
コーディネート支援センター

（（公財）宮城県観光連盟）

教育旅行受け入れプログラム検討会
※参加申し込み状況を鑑みて中止

10 1/18 オンライン 山形県教育センター
令和 3 年度山形県高等学校初任者研修

第 6 回県教育センター研修

11 1/27
宮城県
蔵王町

みやぎ教育旅行等
コーディネート支援センター

（（公財）宮城県観光連盟）

教育旅行受け入れプログラム検討会
※新型コロナウイルス・オミクロン株流行のため中止

活動支援・協力

No. 開催日 開催地 主催 催事名

1 10/2
宮城県
仙台市

ESD/ ユネスコスクール・東北コ
ンソーシアム	
宮城教育大学

2021 年度コンソーシアム第 2 回学びあいセミナー

2 2/19
宮城県
仙台市

ESD/ ユネスコスクール・東北コ
ンソーシアム	
宮城教育大学

2021 年度コンソーシアム第 4 回学びあいセミナー

催事参加等

２）ESD 活動に関する相談・支援窓口（仕様書番号 4-（２）- イ）

No. 開催日 開催地 主催 催事名

1
2021/3/1

～
2023/2/28

全国
三菱広報委員会
アジア太平洋ユネスコ協会倶楽部連盟

（公財）日本ユネスコ協会連盟

三菱アジア子ども絵日記フェスタ　2021-
2022

2 5/23 ～ 8/1 全国 （一社）日本若者協議会 日本版気候若者会議

3
8/9 ～ 8/11 

11/6
山形県
山形市

奈良教育大学
ESD ティーチャープログラム　
山形開催

4 1/29 オンライン（公社）仙台ユネスコ協会

キリバス民間ユネコ協会設立支援準備プロ

ジェクト

気候危機最前線の国キリバス共和と共に

～キリバス×仙台 オンライ文化交流会～

後援
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3）ESD 活動に関する域内情報の収集及び域内外への情報提供（仕様書番号 4-（２）- ウ）

ウェブサイトアクセス数　1 日平均 21.3 件

●情報収集

EPO 東北事業と同様に新型コロナウィルス感染症予
防の観点から、対面による情報収集は感染状況を鑑み
ながらの判断とし、既存のネットワークづてに人や組
織を紹介してもらい、地域の活動情報の収集に取り組
んだ。

●情報発信

ウェブサイトやメールマガジンを活用し、ESD、
SDGs に関する情報、関係機関の動向、公募や助成金
情報等の発信に努めた。メールマガジンおよび広報紙
については EPO 東北事業と併用し、業務の効率化を
図っている。

ウェブサイト

※メールマガジン、機関誌は EPO 東北事業報告（P32）
を参照

・ウェブサイト管理において更新頻度を上げるために事
務局体制を見直し、数日毎に新しい情報が掲載される
状態の維持に努めた。

・オンライン会議と対面によるヒアリングを組み合わせ
て対応することで、情報収集を行いながらネットワー
ク構築に努めた。

【成果】

・全国センターより年度当初にウェブサイト改修方針が
示されたものの、新型コロナウィルス感染症拡大の影
響で業務が遅延し、センター間で合意形成の場が開か
れていない。このため本年度はウェブサイトコンテン
ツの見直しを保留とした。次年度以降の課題となる。

【課題】

●事業総括

上山市小中学校教育研修会　社会科部会（11/10）東桜学館高校　国際理解講演会（7/20）

東北 ESD ／ SDGs フォーラム 2021（10/17）東北 ESD ／ SDGs フォーラム 2021（10/17）
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5）全国センターとの連携協力の推進等（仕様書番号 4-（２）- オ）

② ESD 活動支援センター（全国・地方）連絡会

催事名 第 1 回 ESD 活動支援センター
（全国・地方）連絡会

開催日 R3/5/27（木）

会場 オンライン会議

内容 （１）ESD を巡る最近の動向について
・文部科学省より
・環境省より

（２）地域拠点アンケートについて
（３）全国フォーラムの日程・会場について
（４）「分科会」活動について

催事名 第 2 回 ESD 活動支援センター
（全国・地方）連絡会

開催日 R4/1/26（水）

会場 オンライン会議

内容 （１）2021 年度活動状況の共有
①地方センター
②全国センター

（２）2022 年度環境省・文部科学省の施策
の方向性

（３）ESD 活動支援センターウェブサイトの
今後の方針について

（４）2021 年度「ESD for 2030 学び合い
プロジェクト」総括

（５）ESD 推進ネットワークの今後の方向性
について

①全国センター企画運営委員会

催事名 第 1 回 ESD 活動支援企画運営委員会

開催日 R3/6/22（火）

会場 オンライン会議

内容 （１）ESD 活動支援センター
2020 年度事業報告

（２）ESD 推進支援センター
2021 年度事業について

・ネットワーク可視化タスクフォース
・ESD for 2030 学び合いプロジェクト
（仮）
・ESD 推進ネットワーク全国フォーラム

催事名 第 2 回 ESD 活動支援企画運営委員会

開催日 R4/2/17（木）

会場 オンライン会議

内容 （１）ESD 活動支援センターの
本年度主要事業について（報告）

・ESD 活動支援センター（全国・地方）活
動状況
・ESD for 2030 学び合いプロジェクト
・ESD 推進ネットワーク全国フォーラム
・ネットワーク可視化タスクフォース

（２）ESD 推進ネットワークの
今後の方向性について

Ⅲ - ３. 事業実施報告（２）東北地方 ESD 活動支援センター業務

４）地域 ESD 拠点の登録及び支援（仕様書番号 4-（２）- エ）

●地域 ESD 活動推進拠点（地域 ESD 拠点）について

　ESD 推進ネットワーク※の趣旨に賛同して地域の
ESD を支援する組織や施設に登録いただく登録制度で、
地方センターのパートナーとして、「ESD 推進ネット
ワーク」の中で中核的な役割を果たすことが期待され
ている。

※ ESD 推進ネットワーク：ESD の広がりと深まりを通じて地域の諸課
題の解決と教育の質の向上、持続可能な社会づくりを目指す SDGs 達
成に向けた意識、行動変革を進めることを目指している。

［構成］ESD 活動支援センター
地方 ESD 活動支援センター（8 カ所）
地域 ESD 拠点

●［全国］登録団体　154 件（R3/12/24 現在）

●［東北］登録団体　16 団体（R2 年度：14 団体）

NO. 県 団体名

1
青森

NPO 法人
青森県環境パートナーシップセンター

2 八戸工業大学第二高等学校・附属中学校

3 岩手 NPO 法人環境パートナーシップいわて

4

宮城

（公財）
みやぎ・環境とくらし・ネットワーク

5 （公社）仙台ユネスコ協会

6 気仙沼 ESD ／ RCE 推進委員会

7 （一社）日本キリバス協会

8

秋田

（一社）あきた地球環境会議

9
認定 NPO 法人
環境あきた県民フォーラム

10 山形 NPO 法人環境ネットやまがた

11

福島

NPO 法人うつくしまＮＰＯネットワーク

12 福島工業高等専門学校

13 只見町教育委員会

14 会津ユネスコ協会

15 いわきユネスコ協会

16
（独）国立青少年教育振興機構
国立那須甲子青少年自然の家

【R3 新規登録】

【R3 新規登録】
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催事名 ESD 推進ネットワーク全国フォーラム 2021

ESD for 2030 のキックオフ

ー脱炭素社会づくりに向けた ESD 推進ネットワークの役割ー

開催日 R3/12/11（土）

会場 オンライン会議

参加者 約 100 名

主催 ESD 活動支援センター、文部科学省、環境省

内容 1. 基調講演「国内外の ESD 推進の動向と ESD 推進ネットワークの役割」

文部科学省国際統括官付国際戦略企画官　河村裕美氏

環境省大臣官房総合政策課環境教育推進室環境教育推進企画官　浅原堅祐氏

2. パネルディスカッション「脱炭素時代に求められる ESD 推進ネットワークの姿とは」

【パネリスト】 白井信雄氏 山陽学園大学地域マネジメント学部 教授

進藤由美氏 （公財）ユネスコ・アジア文化センター国際交流部 / 総務部 部長

飯田貴也氏 NPO 法人新宿環境活動ネット 代表理事

関正雄氏 損害保険ジャパン（株）サステナビリティ推進部シニアアドバイザー

服部乃利子氏 静岡県地球温暖化防止活動推進センター センター次長

【モデレーター】 佐藤真久氏 東京都市大学大学院環境情報学研究科 教授

　

3. 分科会「ESD for 2030 学び合いプロジェクト」の挑戦

分科会①脱炭素社会づくりと ESD ～気候変動教育と、拠点の学び合い～

【運営：北海道センター・近畿センター】

【進行】 久保田学氏 北海道地方 ESD 活動支援センター

中澤敦子氏 近畿地方 ESD 活動支援センター

【パネリスト】 高橋敬子氏 立教大学 ESD 研究所 特任研究員

福岡真理子氏 ( 一社）あきた地球環境会議 理事・務局長

吉田美和氏 京都市立紫明小学校 教諭

南哲朗氏 奈良町資料館 館長

【コーディネーター】中澤静男氏 奈良教育大学 准教授

分科会② SDGs を活用した教育×地域のチャレンジ

【運営：東北センター・中国センター・九州センター】

【進行】 坂本紀子氏 九州地方 ESD 活動支援センター

濱長真紀氏 中国地方 ESD 活動支援センター

【事例報告】 内藤惠子氏 ( 公社）仙台ユネスコ協会 副会長

角俊一氏 島根県環境生活部環境政策課　企画員

岡裕二氏 熊本市立城南中学校　地域コーディネーター

【コメンテーター】 見上一幸氏 東北地方 ESD 活動支援センター企画運営委員長

【コーディネーター】鈴木美紀子 東北地方 ESD 活動支援センター

分科会③地域に根差した多様な SDGs 人材育成

【運営：関東センター・中部センター・四国センター】

【進行】 島田幸子氏 関東地方 ESD 活動支援センター

【パネリスト】 建元喜寿氏 筑波大学附属坂戸高等学校 教諭

水上聡子氏 アルマス・バイオコスモス研究所　代表

松浦英人氏 （一社）そらの郷　課長

【コーディネーター】堺勇人氏 （一社）環境市民プラットフォームとやま 事務局長

４. 全体総括「ESD 推進ネットワークが取り組みたいこと」

【進行】 広石拓司氏 （株）エンパブリック 代表取締役

【コメンテーター】 及川幸彦氏 東京大学大学院教育学研究科附属海洋教育センター 主幹研究員

【報告者】 服部乃利子氏 静岡県地球温暖化防止活動推進センター センター次長

高橋敬子氏 立教大学 ESD 研究所 特任研究員

③ ESD 推進ネットワーク全国フォーラム
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5）全国センターとの連携協力の推進等（仕様書番号 4-（２）- オ）

④ ESD 国内実施計画説明会

催事名 第２期 ESD 国内実施計画（案）説明会

開催日 R3/4/26（月）

会場 オンライン会議

主催  ESD（全国・地方）活動支援センター

内容 （１） 趣旨説明
（２）第２期 ESD 国内実施計画について

文部科学省国際統括官付国際戦略企画官　
石田善顕氏
環境省大臣官房総合政策課環境教育推進室
室長　三木清香氏

（３）質疑応答

Ⅲ - ３. 事業実施報告（２）東北地方 ESD 活動支援センター業務

⑤ミッション・ビジョン再構築ミーティング

催事名 ESD 推進ネットワーク
ミッション・ビジョン再構築ミーティング

開催日 R3/8/6（金）

会場 オンライン会議

参加者 環境省環境教育推進室、地方環境事務所、全
国 ESD 活動支援センター、地方 ESD 活動
支援センター

内容 （１）行政レビューロジックモデルについて
（２）意見交換

⑥ヒアリング・事例集打合せ

催事名 ヒアリング・事例集打合せ

開催日 R3/9/6（月）

会場 オンライン会議

参加者 環境省環境教育推進室、全国 ESD 活動支援
センター、地方 ESD 活動支援センター

内容 （１）ESD ネットワークの課題抽出と
展望に関するヒアリング候補について

（２）ESD ネットワーク優良事例集掲載事例
について

（３）行政事業レビュー等指摘対応

⑦ ESD 活動支援センター打合せ

催事名 オンライン打合せ

開催日 10/7、10/21、11/4、11/18、12/2、
12/16、1/12、1/18

会場 オンライン会議
※ 1/12 のみ対面
GEOC（東京都渋谷区）

参加者 環境省環境教育推進室、全国 ESD 活動支援
センター、地方 ESD 活動支援センター

内容 ・全国フォーラム企画調整
・ヒアリングの実施について、他

第２期 ESD 国内実施計画（案）説明会（4/26）

ESD 活動支援センター打合せ（1/12）
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●事業背景

　2021 年 5 月に策定された第 2 期 ESD 国内実施計
画に「テーマ別の学び合いの仕組みづくり」が位置づけ
られ、ESD 推進ネットワークの新たな活動として「ESD 
for 2030 学び合いプロジェクト」が 3 ヶ年事業とし
てスタートした。特定のテーマや課題に関心を有する
様々な主体が地域を越えて参加し、相互の学び合いや
実践活動を通して各主体の活動の向上を図るとともに、
得られた知見を活かし同様の取組みを全国に広めてい
くことを目的としている。
　全国 8 カ所の地方 ESD 活動支援センターが、地域
の課題や各センターの強みを考慮してテーマを設定し、
プロジェクトの運営を行う。

●課題

・全国 154 件、東北内 16 件の地域 ESD 活動推進拠
点（以下、地域 ESD 拠点）が登録されているが、拠
点間の連携や地域内外の学び合いの場がない。

・東北地方 ESD 活動支援センターでは、山形県内にお
けるネットワークや ESD 事例の収集、活動に取り組
む主体との関係構築に課題を抱えている。

●東北 ESD センターのアプローチ

・事業検討委員および企画運営委員と連携し、発表事例
に対して ESD の視点からコメントを添えることで活
動の意味や価値を再認識する場作りを行った。

・プロジェクトをきっかけに ESD に取り組む人材や組
織、事例の発掘に努めた。

・新たなネットワークをつなぐため、山形県内で ESD
に取り組む多様な主体に働きかけ、事例発表や広報で
協力をいただき、ESD に関心のある層の参加を促し
た。

●企画趣旨

・ ESD に関心のある教育関係者、NPO 等の参加を促し、　
実践者のすそ野を広げネットワークの拡充を図る。

・山形県の素材を取り上げることで、山形県内で ESD
／ SDGs に関心のある層に働きかけ、ESD に関する
取組みの活性化を促す。

６）域内外の多様な主体の連携促進、交流の機会提供（仕様書番号 4-（２）- カ）

●全体コーディネーター

市瀬智紀
宮城教育大学教育学部 国際教育領域機
構 教授、ESD/ ユネスコスクール・東
北コンソーシアム運営委員長

●有識者

藤公晴
青森大学社会学部 教授、
青森大学 SDGs 研究センター長

新妻弘明
東北大学名誉 教授、
日本 EIMY 研究所所長

見上一幸
（公社）仙台ユネスコ協会 会長
宮城教育大学　名誉教授

淺野亮
気仙沼市・宮城教育大学連携センター
主任運営員（運営統括）

齋藤修一 只見町教育委員会　元教育長

渋谷晃太郎
岩手県立大学
総合政策学部環境政策講座 教授

企画打合せ（5/28）

11/3　実践活動③　

12

月

11

月

10

月

9

月

5/28

事業プロセス

関係者打合せ
5

月

7/5

7/8

6

月

7

月

8

月 8/20

8/23

8/1

8/19

 有識者打合せ

【プロジェクトに協力いただいた委員　（敬称略）】

8/9　学び合い・勉強会①

7/2

8/25 8/30

10/12

9/6

10/22

10/26

10/23　学び合い・勉強会②　　

10/30　学び合い・実践活動③　　

ESD for 2030 学び合いプロジェクト

12/14　学び合い・勉強会④
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催事名 オンライン企画打合せ・顔合わせ

開催日 R3/8/9（月）

会場 オンライン会議

参加者 13 名

や
ま
が
たS

D
G

s

・E
S

D

研
究
会

新宮済氏 奈良市立平城小学校　教諭

阿部友幸氏 山形大学附属特別支援学校　
高等部　教諭

岡崎亮氏 山形市立第三小学校　教諭　

阿部大輔氏 山形市立千歳小学校　教諭

佐藤亨樹氏 上山市立南小学校　　教諭　

太田馨氏

近野巧氏 天童市立寺津小学校　教諭

川合真澄氏 東海大山形高等学校　教諭

大西浩明氏 奈良教育大学　次世代教育
養成センター　特任准教授

市瀬智紀氏 宮城教育大学 教員キャリア
研究機構 機構 教授、ESD/
ユネスコスクール・東北コ
ンソーシアム運営委員長

原田和昭 環境省東北地方環境事務所
環境対策課

内容 ・事業主旨説明、企画概要説明
・やまがた SDGs・ESD 研究会メンバー紹介
・スケジュール共有

Ⅲ - ３. 事業実施報告（２）東北地方 ESD 活動支援センター業務

６）域内外の多様な主体の連携促進、交流の機会提供（仕様書番号 4-（２）- カ）

オンライン企画打合せ・顔合わせ（8/9）

催事名
ESD for 2030 学び合いプロジェクト
地域の素材（山形）から考える
ESD/SDGs 教育の可能性【地域編】

開催日 R3/10/23（土）

会場 オンライン配信

主催 東北地方 ESD 活動支援センター

協力 山形県教育センター

参加

27 名
※地域 ESD 拠点の参加：只見町教育委員会、
（公財）みやぎ・環境とくらし・ネットワー
ク、NPO 法人環境パートナーシップいわ
て、（一社）あきた地球環境会議、いわき
ユネスコ協会

内容

事例
紹介

①「自治組織が取り組む！
　地域循環共生圏・ローカル SDGs」
　鶴岡市三瀬地区自治会　石塚慶氏
②やまがたヤマネ研究会　中村夢奈氏　　

※事前動画収録の上、ビデオ出演

全体ディスカッション
【コーディネーター】市瀬智紀氏
【話題提供】
①リコージャパン（株）山形支社　

佐藤亮敏氏
②旭川ユネスコ協会　林朋子氏

ESD for 2030 学び合いプロジェクト
地域の素材（山形）から考える ESD/SDGs 教育の可能性　チラシ

●学び合い・勉強会②

●学び合い・勉強会① 

勉強会②【地域編】（10/23）

参加者
の声

・課題の同時解決、連携の動機、先生方の視
点等を知り、ESD/SDGs 教育の可能性を
感じましたが、一方で実践や持続性に難し
さもあると思いました。

・どの事例も、地方の課題に地道に取り組ん
でいて感銘を受けました。地域の営みと連
携することが継続に繋がり、そこに地域の
営みを教育に生かす価値があるとのコメン
トに気づきをいただきました。

・本日の学びをまずは自分の中で整理してい
きたいと思います。その上で、ESD の実践
につなげていきたいです。

・地元の素材で ESD/SDGs 教育の可能性を
探るというテーマにぴったりの内容で大変
勉強になりました。

・ 教諭としてどう地域と関わっていくのか。
求められる役割や責任について、改めて考
えさせられました。
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催事名
ESD for 2030 学び合いプロジェクト
地域の素材（山形）から考える
ESD/SDGs 教育の可能性【学校編】

開催日 R3/10/30（土）

会場 オンライン配信

主催 東北地方 ESD 活動支援センター

協力 山形県教育センター

参加

20 名
※地域 ESD 拠点の参加：只見町教育委員会、
（公財）みやぎ・環境とくらし・ネットワー
ク、（一社）あきた地球環境会議、会津ユ
ネスコ協会、いわきユネスコ協会

内容

事例
紹介

①「地域の人とつながり県産材を通
して山形の森林を元気にしよう」
山形大学附属特別支援学校高等部　
教諭　阿部友幸氏

②「わたしたちの生活と食料生産」
山形市立第三小学校　教諭　
岡崎亮氏

③「千歳の伝統とわたし」
山形市立千歳小学校　教諭
阿部大輔氏

全体ディスカッション
【コーディネーター】市瀬智紀氏

勉強会③【学校編】（10/30）

●学び合い・勉強会③

参加者の
声

・それぞれが地域のネットワークを生かしてま
さに ESD の学びを行っていることがとても
素晴らしいと思いました。

・良い取組みを、より広く伝えてほしい
・達成感や見通しを意識した ESD プログラム

を提供し、生徒の自己肯定感向上に繋げたい！
・素晴らしい事例を紹介してくださりありがと

うございました。
・こういった教育活動を強力に推進していくた

めに、多忙な先生方を後押しする文科省や教
育委員会の更なる支援が欲しいものです。

催事名
ESD for 2030 学び合いプロジェクト
地域の素材から考える ESD/SDGs 教育の可能性【東北の実践事例に学ぶ】

開催日 R3/11/3（水・祝）

会場 オンライン配信

主催 東北地方 ESD 活動支援センター

協力 山形県教育センター

参加

45 名
※地域 ESD 拠点の参加：只見町教育委員会、（公財）みやぎ・環境とくらし・ネットワーク、会津ユネ

スコ協会、いわきユネスコ協会、仙台ユネスコ協会、（一社）あきた地球環境会議、（一社）日本キリバ
ス協会、八戸工業大学第二高等学校、気仙沼 ESD/RCE 推進委員会

内容

事例
紹介

①「キリバス共和国を通して見える世界の未来と日本の役割」
・（公社）仙台ユネスコ協会副会長　内藤恵子氏
・仙台市立六郷小学校　教諭　芳賀航氏
・ （一社）日本キリバス協会　代表理事　ケンタロ・オノ氏

②「地域と連動した防災教育」
気仙沼市立階上中学校　教諭　大野実沙氏

③地域とともに学び行動する
只見中学校～海と山から学ぶ～

   只見町立只見中学校　教諭　目黒英樹氏
④ ESD/SDGs からつながるあおもりの輪
   青森県（市）地球温暖化防止活動推進員　貝森毅彦氏　

全体ディスカッション　「地域と連携した ESD の意味／意義」
【コーディネーター】市瀬智紀氏
【講評】東北地方 ESD 活動支援センター企画運営委員長　見上一幸氏

参加者の
声

・学校や一教員が単一で活動するのではなく、地域と協力して地域の問題を解決する過程で子供が学ぶと
いうことは、今後参考にしていきたいと思います。

・見上先生がおっしゃっていた「ことばに責任を持つ子ども」への成長が印象に残りました。
・ ESD/SDGs の取組みには、「地域を変える」力があるということを示していただけたと感じています。
  触発されました。
・ 東北各地域で、ESD/SDGs 教育が活発に実践されていらっしゃることが分かりました。今後、自分が

できることを考えたいと思います。
・大変すばらしい機会だと思います。東北の方々の熱意を感じることができました。こうした優れた実践

に学ぶ場を設けていただいたセンターの皆様に感謝申し上げます。

●実践活動
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●事業総括

・2 週間の間に計 3 回のオンラインセミナーを行う短
期集中型の開催により、参加者の熱量を損なわずに学
びを深めることができた。

・地域の事例に対して有識者から ESD 視点のコメント
を頂くことで取組みの価値が認識され、ESD 活動の
本質を議論する場を形成できた。

・山形県で ESD に取り組む人や組織を発掘し、これま
でつながりの少なかった山形県内でのネットワークを
広げることができた。

・実施にあたっては多くの方の協力を得ることができ
た。東北 ESD センター設置から 5 年の間に広げてき
たネットワークの力が現れたプロジェクトとなり、大
きな成果を感じることができた。

【成果】

・本プロジェクトは地域 ESD 拠点同士の学び合いを目
的に全国 8 カ所の地方 ESD センターが実施した。東
北ブロックの地域 ESD 拠点からの参加はあったが東
北以外からの参加はなく、地方 ESD センターと連携
した広報など、参加を促す工夫が必要である。

・参加者からは「どう実践すればいいのか分からない」
との声が多く寄せられた。現場の悩みに対してどのよ
うなアプローチを行っていくのか、今後の継続課題と
なる。

・有識者からは ESD に関する試行錯誤を学び合う場の
設定や、公民館や企業が取り組む社会教育の側面が弱
いと指摘があった。ニーズに合わせた企画や、連携が
弱い分野への働きかけが課題となる。

【課題】

実践活動【東北の実践事例に学ぶ】事例発表者（11/3）

実践活動【東北の実践事例に学ぶ】（11/3）

Ⅲ - ３. 事業実施報告（２）東北地方 ESD 活動支援センター業務

６）域内外の多様な主体の連携促進、交流の機会提供（仕様書番号 4-（２）- カ）

勉強会④振り返り会議（12/14）

催事名 振り返り会議

開催日 R3/12/14（火）

会場 オンライン会議

参加者 9 名
（全体コーディネーター、有識者、 東北地方環
境事務所、 東北地方 ESD 活動支援センター）

内容 （１）全体振り返り、感想の共有
（２）今後の課題、発展についての議論

主な意見 ・成功した試みと思う。自分がやっているこ
とを発表する場があることで取組みの意味
付けや価値を認識する機会となり熱のこと
もった会になった。

・短期集中型の開催が効果的だった。地域発
信の取組み、学校発信の取組みをそれぞれ
取り上げることで双方向の発信ができた。

・この機会にこれまでつながりのなかった取
組みを発掘できた。また、発表によって活
動が認知され、評価された。

・「どう取り組んで良いかわからない」とい
う声に光を当て、学校教育の側面から深ま
りがあった。

・開催後の広がりについて後追いができると
なお良い。

●学び合い・勉強会④

実践活動【東北の実践事例に学ぶ】事例発表（11/3）
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Ⅲ - ３. 事業実施報告（２）東北地方 ESD 活動支援センター業務

７）東北 ESD ／ SDGs フォーラムの開催（仕様書番号 4-（２）- キ）

●事業背景

　持続可能な社会の実現に向けて、ESD に関わるマル
チステークホルダーが地域における取組みを核としつ
つ、様々なレベルで分野横断的に協働・連携して ESD
を推進することを目的として、ESD 活動支援センター
では「ESD 推進ネットワーク」の構築を目指している。
　ESD をより一層推進することが SDGs 達成に直接・
間接につながるものと捉え、多様なステークホルダー
による相互交流の学び合いを通して、地域ネットワー
クの形成を構築する機会が求められる。

●課題

・青森県内では ESD や SDGs について十分に認知が広
がっておらず、学びと交流の機会が求められている。

・人材育成の観点から教育の視点を持ちつつ、SDGs の
視点から企業や民間団体にもメリットがあるテーマ設
定が必要となる。

・催事の開催形式が全国的にオンラインやハイブリット
型へと変容している。ハイブリット型の開催について
は、会場とオンライン双方に臨場感のある企画の模索
が課題となる。

●東北 ESD センターのアプローチ

・地域 ESD 拠点である NPO 法人青森環境パートナー
シップセンター、八戸工業大学第二高等学校を中心に、
行政、企業、教育機関、NPO 等の巻き込みを図り、
実行委員会を立ち上げた。

・実行委員会での意見を踏まえ、事例紹介者を青森県の
全域に、また発表者全体で SDGs の 17 のゴール目
標を網羅できる選定を行った。

・昨年度に引き続き、場面転換を利用して CM 動画の配
信を試みた。青森県以外で ESD や SDGs に取り組む
団体や個人に登場いただき、東北における ESD 活動
の広がりが感じられるよう構成に配慮した。

●企画趣旨

・持続可能な社会の実現に向けた「人づくり」をテーマ
として、ESD/SGDs に関心のある各主体を対象に、
具体的な取組事例を学ぶ機会を創出する。また、分野
の垣根を超えた連携の意義と可能性を考える機会とす
る。

・青森県の資源や文化、環境、人など「あおもりポテン
シャル」を発信、紹介する機会とする。

事業プロセス

打合せ（4/26）

第 2 回実行委員会（7/15）

12/14　実行委員会⑤

6/10　実行委員会①

10/7　実行委員会④

登壇依頼

12

月

11

月

10

月

9

月

4/26

4

月

実行委員会　

5

月

コアメンバー打合せ

委員就任依頼

5/19

5/20

5/21

5/25

5/26

6

月

6/9

6/10

6/28

6/30

7

月

7/15　実行委員会②

登壇者　連絡調整

8

月

10/8

11/9

11/10

11/18

11/19

8/6　実行委員会③

7/1

7/14

7/15

7/16

6/28

6/30

事後ヒアリング

9/6

9/24

【対談打合せ】

10/17　東北 ESD ／ SDGs フォーラム 2021
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【CM 動画協力団体】

千葉浩氏
LSC ランゲージサービスセンター　
代表取締役

ガッティ氏 マジシャン

ワッキー貝山氏 タレント

穀田千賀子氏
サイレントボーカリスト
東北弁民話の語り部

長谷川康氏
仙台フィルハーモニー管弦楽団
バイオリン奏者

eyeron 氏 Sonar Pocket（ソナーポケット）

中野柊一郎氏 manaco　代表

小野寺真氏
こぐま氏

にじいろ CANVAS　共同代表

　　　　　　　　　　役員

※場面転換時 40 ～ 60 秒程度の動画を配信

Ⅲ - ３. 事業実施報告（２）東北地方 ESD 活動支援センター業務

７）東北 ESD ／ SDGs フォーラムの開催（仕様書番号 4-（２）- キ）

【東北 ESD/SDGs フォーラムあおもり　実行委員会】

●名簿（敬称略、順不動）

氏名 所属・役職

藤公晴
青森大学社会学部 教授、
青森大学 SDGs 研究センター長

佐々木豊志
青森大学経営学部　教授、
青森大学観光文化研究センター長

長南幸安 弘前大学　教育学部　教授

坂上尚子
八戸工業大学第二高等学校　教諭

藤澤諒

工藤健
青森市市議会議員
青森市立東中学校区学校運営協議会

柴田一宏 青森市立浜田小学校　校長

藤田裕司 階上町立道仏小学校　校長

渋谷拓哉
青森県環境パートナーシップセンター　
代表理事

三浦麻子
青森県環境パートナーシップセンター
事務局長

内山一
（一社）青森県ユネスコ協会
理事兼事務局長

小山内世喜子
（一社）男女共同参画地域みらいねっと　
代表理事

遠藤克敏
青森県　環境生活部　環境政策課
環境管理グループ　総括主幹

築舘雅樹
青森県教育庁学校教育課
小中学校指導グループ　指導主事

角田毅 青森市教育委員会事務局指導課　課長

小田切勇治 （協組）青森総合卸センター　業務部長

貝森毅彦 青森県（市）地球温暖化防止活動推進員

原田和昭
環境省東北地方環境事務所　
環境対策課

第 1 回実行委員会

開催日 R3/6/10（木）

会場 ハイブリット会議
みどりやビル 8 階会議室（青森県青森市）

参加 20 名

内容 （１） 委員自己紹介
（２）企画についての議論
（３）今後のスケジュール共有

第 2 回実行委員会

開催日 R3/7/15（木）

会場 ハイブリット会議
みどりやビル 8 階会議室（青森県青森市）

参加 18 名

内容 （１） 事例紹介について
（２）催事タイトルについて
（３）広報の確認

第 3 回実行委員会

開催日 R3/8/6（金）

会場 ハイブリット会議
青森県環境パートナーシップセンター事務所

（青森県青森市）

参加 16 名

内容 （１） 広報チラシについて
（２）全体スケジュールの共有
（３）広報の確認

第 5 回実行委員会 (12/14)

第 4 回実行委員会

開催日 R3/10/7（金）

会場 ハイブリット会議
みどりやビル 8 階会議室（青森県青森市）

参加 18 名

内容 （１） 役割分担の確認
（２）アンケート内容確認

第 5 回実行委員会

開催日 R3/12/14（火）

会場 ハイブリット会議
みどりやビル 8 階会議室（青森県青森市）

参加 20 名

内容 （１） 振返り・感想共有
（２）今後の展開の議論

【メディア連携】　ラジオ番組での告知
コミュニティ FM「RADIO3」

「トーク＆トーク」10/12（火）17：00 ～ 17：30

【催事広報】
青森市発行「広報あおもり」
情報ひろばに掲載
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催事名
東北 ESD ／ SDGs フォーラム 2021
みちのく SDGs in あおもり～人づくりから広がる SDGs の力～

開催日 R3/10/17（日）

会場

ハイブリット開催

ウェディングプラザアラスカ 4F　ダイアモンド（青森県青森市）

YouTube 配信

主催 東北 ESD/SDGs フォーラムあおもり実行委員会

共催 ESD ／ユネスコスクール・東北コンソーシアム

協力 オフィス e、アップルウェーブ株式会社

後援
日本ユネスコ国内委員会、青森市、青森市教育委員会

（公財）ユネスコアジア文化センター、ESD 活動支援センター
北海道・関東・中部・近畿・中国・四国・九州地方 ESD 活動支援センター

参加 169 名（会場：36 名、オンライン：89 名、関係者：44 名）

内容

【総合司会】西川綾乃氏

開会あいさつ
東北地方 ESD 活動支援センター企画運営委員長　見上一幸氏
青森県環境生活部環境政策課長　細谷健司氏

対談型
講演

「ESD や SDGs を森視点から学ぼう！」
藤公晴氏　青森大学社会学部教授、青森大学 SDGs 研究センター長　　×　西川綾乃氏

事例紹介

ショートプレゼンテーション「あおもりの事例に触れよう！」
【ファシリテーター】（一社）コクリエーションデザイン代表理事　平田裕之氏　

①青森ねぶた SDGs プロジェクト　青森大学 SDGs 研究センター研究員　喜來大智氏

②八戸工業大学第二高等学校生　小笠原明李氏、久保亜衣氏、信山慶一郎氏、金澤虎彦氏

③合同会社むっつのたね代表社員　久保里砂子氏

④みちのく銀行　経営企画部広報室　室長　岩澤直樹氏

⑤（一社）男女共同参画地域みらいねっと代表理事　小山内世喜子氏

⑥おおわに自然村生ハム工房 /（有）エコ・ネット　三浦浩氏

⑦青森市立千刈小学校　教諭　工藤隆詩氏　

⑧（一社）みらいねっと弘前代表理事　鹿内葵氏

⑨（協組）青森総合卸センター業務部長　小田切勇治氏

全体質疑応答

講評
宮城教育大学教育学部 国際教育領域機構 教授、ESD/ ユネスコスクール・東北コンソーシ
アム運営委員長　市瀬智紀氏

閉会あいさつ 岩舘敏昭氏（環境省　東北地方環境事務所　環境対策課長）

参加者の
声

・青森県すごいなと感動しました。様々な立場の方々が多様なつながりを広げる中で人づくり、しくみづ
くりをし、活動している状況を学ぶことができ勇気をもらいました。

・色んな分野で活動されている皆さんがいて、様々な視点があることに気付けました。どう自分に活かせ
るかは、これから考えていきたいと思います。

・学校として取り入れていく際に、地域ぐるみで活動していきたい。その際、地域を巻きこむための手立
てや過程をじっくり考えてみたいと感じた。

・SDGs 活動に取り組む団体それぞれの発表から（特に高校生の取組み）各活動の輪が市民の方々に伝わっ
ていくことで、2030 年、その先の未来の世界は持続可能な世の中になっているのではないか、希望を
感じた。SDGs、ESD 活動の波がますます広まっていくように！

・これからより多様な視点での SDGs の取組みが交流を通して発展していくことに期待しています。

開催概要

●事業総括

・実行委員会を立ち上げて、青森県内全域から多様なス
テークホルダーが参画するネットワークを構築し、今
後の活動の発展につながる基盤を作ることができた。

・昨年度に引き続き視聴者目線の企画を心がけ、対話
型の講演会を実施した。青森の地域視点から ESD/
SDGs について考えるアプローチをした結果、「地域
目線での捉え方もあり理解が深まった」という声が多
く寄せられた。

・事例紹介では青森県内のさまざまな分野の方にご登壇
いただき、参加したことで ESD の学びが深まり、新
たな視点を得る機会となったと好評を得た。

【成果】

・限られた時間の中で多くの取組みを紹介する仕掛けと
してショートプレゼンテーションを行ったが、たくさ
んの取組みを知ることができたと好意的な意見がある
一方で、それぞれの事例を深く聞きたかったという意
見も同程度あり、改善が求められる。

・登壇者のジェンダーバランスを指摘する声も寄せられ
ており、ペーパーレスをはじめ SDGs の視点から催
事の企画運営に関する見直しが課題となる。

・ハイブリット開催の場合の質疑応答の進め方など、オ
ンライン活用については引き続きスキルアップおよび
改善が課題となる。

【課題】
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開催概要

催事名 あおもりの未来を異分野連携から考える

開催日 R3/12/14（火）

会場
ハイブリット開催
みどりやビル 8F 会議室（青森県青森市）

参加者 17 名

主催 東北地方 ESD 活動支援センター

内容

（１）話題提供

　「広島県 SDGs ビジネス

　 セレクトブック制作プロジェクト

　 ～世代間パートナーシップによる

　　 ローカル SDGs の推進～

　中国地方 ESD 活動支援センター統括　

　松原裕樹氏

（２）全体ディスカッション

　①それぞれの今後の活動・やりたいこと

　②連携による活動の展開

Ⅲ - ３. 事業実施報告（２）東北地方 ESD 活動支援センター業務

８）ESD 推進地域研修（学習会）の開催（仕様書番号 4-（２）- ク）

●事業背景

●課題

・東北では本年度、地域 ESD 拠点の登録団体数が 16
団体となった。地域 ESD 拠点と東北 ESD センター
の連携、また地域 ESD 拠点同士の連携のあり方が課
題となっている。

・「SDGs を達成するための ESD」の位置づけから、教
育現場において異分野との連携から生まれる取組みが
求められている。

・青森県内において、ESD や SDGs に関わる活動を行っ
ている企業、教育機関、団体等がいるものの、横のつ
ながりがなく、連携には至っていない。

●東北 ESD センターのアプローチ

・世代間のパートナーシップや協働によるアウトカムを
考えるために、他地域の事例から具体的な取組みを考
える勉強会を企画した。

・中国地方 ESD 活動支援センターは広島県と連携し、
大学生が起業を訪問して SDGs の視点から取組みを発
信するプロジェクトを展開している。ローカル SDGs
を推進するための協働の仕組みの観点から話題提供を
いただいた。

●企画趣旨

●事業総括

・これまでつながりのなかった分野の関係者が集まり、
それぞれの思いを共有することにより、新たな視点か
ら意見交換を行うことができた。

・参加者からは「今後も継続して交流や情報共有の場を
持ちたい」と発言があった。また、自治体や教育委員
会にも参加いただき、ESD や SDGs を進めていく前
向きな発言があった。ESD に取り組む関係者に対し
て活動の底上げを図るアプローチができたと考える。

【成果】

・本年度の取組みを契機に形成されたネットワークが継
続し、活動が発展するよう今後のフォローアップが課
題となる。

・東北 ESD/SDGs フォーラムが大きな求心力となり、
青森県内で学習の機会を設けたが、東北の他地域や地
域 ESD 拠点への働きかけや、東北地域での横の連携
をつなぎ学びの共有を設けていくことが課題となる。

【課題】

広島県 SDGs ビジネスセレクトブック Vol.1 ～ 3

　東北では他地域に比べて ESD/SDGs に関する認知
や取組みの広がりが遅いと言われているが、一方で該
当する活動を行っている企業や団体、教育機関等が多
数存在する。地方 ESD 活動支援センターの役割として、
地域の活動に目を向け、ESD 活動の促進と活性化を図
り、活動のすそ野を広げることが期待されている。

・青森県で開催した東北 ESD/SDGs フォーラムのつな
がりを活かし、地域 ESD 拠点を中心とした分野を越
えた組織・団体との連携、協働による ESD/SDGs の
発展を考える。

・ESD 活動に取り組む関係者とともに、他地域の事例
を参考にしながら東北らしい取組みのあり方について
意見交換を行なう。
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９）その他

催事名 ESD/ ユネスコスクール・東北コンソーシア
ム連携会議

開催日 R3/7/5（月）、R4/1/17（月）

会場 オンライン会議

内容 （１）東北地方 ESD 活動支援センター　
活動状況の共有

（２）ESD/ ユネスコスクール・東北コンソー
シアム　活動状況の共有

（３）意見交換

■ ESD/ ユネスコスクール・東北コンソーシアム連携会議

第 3 回事業運営会議（11/9）

催事名 事業運営会議

開催日

第 1 回 R3/6/18（金）

第 2 回 R3/8/26（木）

第 3 回 R3/11/9（火）

第 4 回 R4/1/13（木）

第 5 回 R4/3/16（水）

場所 EPO 東北（宮城県仙台市）

参加者
東北地方環境事務所、（公財）みやぎ・環
境とくらし・ネットワーク、EPO 東北

内容
① EPO 東北事業の進捗確認
②意見交換

東北地方環境事務所との協働（仕様書番号６）

Ⅲ - ３. 事業実施報告（３）東北地方環境事務所との協働

　東北地方環境事務所と定期的な打合せを行い、協働
による EPO 東北事業の円滑な運営に努めた。

１）（独）環境再生保全機構　地球環境基金との事業連携

①地球環境基金主催 EPO 連絡会議

開催日 R4/2/16（水）

会場 オンライン会議

内容

（１）2021・2022 年度の助成金要望・
交付決定等の状況について

（２）全国／地方ユース環境活動発表大会
について

（３）コロナ禍の環境市民活動の現状と支
援について

② 2022 年度地球環境基金
助成金オンライン説明会（東北地区）

開催日 R3/10/25（月）

会場 オンライン会議

参加者 15 名

主催 （独）環境再生保全機構

企画運営 EPO 東北

内容

（１）活動紹介：（公財）みやぎ・環境とくらし・
ネットワーク

【話者】（一社）日本キリバス協会　
ケンタロ・オノ氏

（２）2022 度地球環境基金助成金説明
１）概要説明　
２）要望書の書き方

ESD/ ユネスコスクール・東北コンソーシアム連携会議（1/17）

Ⅲ - ３. 事業実施報告（４）その他 企業等との協働事業



62

２）GreenGift 地球元気プログラム（仕様書番号８）

●事業概要

東京海上日動火災保険（株）では、契約時に「契約
のしおり（約款）」等をホームページでの閲覧をお客様
に選択していただくことで紙資源の使用量削減に取り
組み、削減額の一部で環境保護活動のサポートを実施
している。

東京海上日動火災保険（株）の各地域部店が、地域
の環境に関する親子対象の体験活動プログラム「Green 
Gift 地球元気プログラム」を提供している。本事業は
10 月から翌年 9 月までを年度の区切りとし、実施地
域は東京海上日動火災保険（株）の各地域部店からの
応募により、本店によって決定される。

2013 年から取り組まれているプログラムは 2019
年 9 月で第 3 期が終了し、2019 年 10 月から第 4
期の取組みが始まっている。

EPO の役割

① 実施団体候補の選定における情報提供と調整
東京海上日動火災保険（株）の各地域部店が連携・協
働する実施団体を選定するにあたり、各地域部店から
要望等をヒアリング後、候補となり得る環境 NPO 等
を選出し、情報提供を行った。

②環境 NPO と東京海上日動火災保険（株）
　各地域部店の調整
各地域部店が実施団体の選定後、環境 NPO 等に事業
の趣旨説明や参画依頼を行った。その後、環境 NPO
と各地域部店が事業趣旨や実施の流れについて確認
する顔合わせの場を調整した。

③企画・広報・実施のサポート
企画に際し、関係者の意見を反映できるよう促した。
また、EPO 東北のウェブサイトやメールマガジンに
て広報の協力を行った。当日は各地域部店の社員が参
加するよう促し、運営スタッフとしてサポートを行っ
た。

主催／各地域の環境 NPO
共催／日本 NPO センター
協力／各地方 EPO
協賛／東京海上日動火災保険（株）
後援／環境省

各団体の役割

Green Gift 地球元気プログラムウェブサイトより

〇第 4 期（2019 年 10 月～ 2022 年 9 月）実施団体

青森県 小川原湖自然楽校

岩手県 （一社 ) いわて流域ネットワーキング

山形県 やまがたヤマネ研究会

〇年間振り返り全国会議

開催日 R3/11/4（木）

会場 オンライン会議

内容

（1）2021 年 年度活動方針・変更説明
（2）2020 年 プログラム全体報告・評価
（3）グループワーク
　① 2020 年度を振返る
　② 2021 年度に向けた意見・アイディア

Ⅲ - ３. 事業実施報告（４）その他 企業等との協働事業
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実施都道府県①青森県

実施団体：小川原湖自然楽校

小川原湖の自然環境を知るため、小川原湖の北部に
あるマテ小屋をはじめ、小川原湖の北部をカヌーで巡
りながら、汽水域の生態系の観察を行うプログラムを
実施した。

タイトル 小川原湖の北部をカヌーで巡ってみよう！

開催日 R3/8/29（日）

場所 青森県小川原湖北部

参加者 親子 10 名

感想

（抜粋）

・初めて見た生き物（オジロワシやボラ）
や建物（マテ小屋）に感動しました。

・オジロワシがトビに追いかけられている
のを見て、生き物のなわばり意識の強さ
を感じた。

● 2019 年度（2019 年 10 月～ 2020 年 9 月）

小川原湖の北部をカヌーで巡ってみよう！ (8/29)

実施都道府県②岩手県

実施団体：（一社 ) いわて流域ネットワーキング

盛岡市民にも親しまれる中津川で、水生生物を採取
して水質判定を行い、親子で川の環境について考える
プログラムを実施した。また川遊びに潜む水辺の危険
を学び、事故から身を守る水辺の安全教室も実施した。

タイトル
親子で水辺体験！「中津川で環境学習と川

遊び」

開催日 R3/7/18（日）

場所 岩手県盛岡市中津川

参加者 親子 13 名

感想

（抜粋）

・直接つながっているわけではないが、一
つ一つつながっているとわかった。

・川の虫や魚をたくさん見つけられた。 親子で水辺体験！「中津川で環境学習と川遊び」(7/18)

実施都道府県②山形県

実施団体：やまがたヤマネ研究会

新型コロナウィルス感染対策として、イベント実施
ではなく環境体験ツールの開発を行った。山形の自然
や野生動物を身近に楽しみながら知ってもらいたいと
いう思いから、団体登録の市民レンジャー＆山形大学
大学生と一緒に「いつでも・だれでも学べて楽しめる」
カードゲーム開発を行った。

ツール名 YAMA-MONO コネクション

体験者の

感想

（抜粋）

・今まで知らなかった生物の分布について
も知ることができました。

・山形にもこんなに絶滅危惧種があったと
は驚きです。

・ゲームをするなかで、自然と動植物を学
べた。

カードゲーム体験会の様子
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３）青森県　令和３年度環境配慮行動拡大モデル事業（仕様書番号８）

●事業概要

環境問題に関心の薄い県民に関心を持ってもらい、
環境配慮行動を実践してもらうためには動機づけが必
要であるとの考えのもと、青森県が企画を公募してモ
デル事業を実施した。

環境の保全を図る活動を主た目的としていない団体
が配慮行動をプラスしてモデル事業を実施することに
より、団体及び県民が普段行っている取組が環境とつ
ながっていることを理解し、取組みを推進することで
地域における環境配慮行動の拡大につなげていくこと
を目的としている。

Ⅲ - ３. 事業実施報告（４）その他 企業等との協働事業

●コーディネート業務

①企画提案競技における審査
②ワークショップでの情報提供
③取り組み実施に関する助言
④アフターミーティングでの助言

【実施団体】3 団体

団体名 事業名

津軽海峡マグロ女子会下北支部 中高生といっしょに海と心のおそうじ☆ビーチクリーン・ヨガ

青森朝日放送株式会社 ABA むつ湾を守ろう！プロジェクト

（株）日本旅行東北青森支店 リデュース・リユース・リサイクル「3R 循環型社会を知ろう・学ぼう・考えよう」

青森朝日放送株式会社ワークショップ（7/2）

●ワークショップにおけるコーディネート業務

モデル事業実施団体が取組実施にあたり、ワークショップにおいて「環境視点」や「SDGs」に関する情報提供
や助言等を行った。

①津軽海峡マグロ女子会　下北支部

開催日 R3/6/29（火）

場所 風間浦村下風呂公民館（青森県風間浦村）

参加者 9 名

内容

（１）モデル事業概要説明
（２）環境視点・SDGs についての話題提

供
（３）ワークショップ「2030 年の津軽海

峡マグロ女子会の目指す姿」
・現在の地域課題
・2030 年の地域のありたい姿、マグロ

女子会のありたい姿
・マグロ女子会プログラムの進化

（４）ワークショップを踏まえたモデル事
業の検討

（５）質疑応答

②青森朝日放送株式会社

開催日 R3/7/2（金）

場所 オンライン会議

参加者 9 名

内容

（１）モデル事業概要説明
（２）環境視点・SDGs についての話題提

供
（３）ワークショップ「市民による、環境

配慮行動拡大とマスメディアの果た
すべき役割～沿岸清掃活動を題材に
して～」

【ディスカッション】
・活動を通じて何を伝えたい？
・活動をどう発展させたい？

（４）ワークショップを踏まえたモデル事
業の検討

（５）質疑応答

③株式会社日本旅行東北　青森支店

開催日 R3/8/5（木）

場所
青森県庁議会棟 1 階 A 会議室（青森県青
森市）

参加者 8 名

内容

（１）モデル事業概要説明
（２）環境視点・SDGs についての話題提

供
（３）ワークショップ「サスティナブルな

ツアーを考えよう！」
（４）ワークショップを踏まえたモデル事

業の検討
（５）質疑応答
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津軽海峡マグロ女子会下北支部ワークショップ（6/29）

●アフターミーティングにおけるコーディネート業務

取組みの振り返りを行うアフターミーティングにおいて、情報提供や助言等を行った。

①津軽海峡マグロ女子会　下北支部

開催日 R3/11/10（水）

場所 風間浦村下風呂公民館（青森県風間浦村）

参加者 9 名

内容

（１）取組報告
（２）意見交換「環境配慮行動の継続・拡

大に向けて」
・イベント参加者の変容や反響
・これまでの活動と違う視点を入れた活

動での気づき
・継続して取組める手ごたえ
・自分たちの活動と「環境」「SDGs」

（３）事業報告会における発表の検討

②青森朝日放送株式会社

開催日 R3/11/17（水）

場所 オンライン会議

参加者 6 名

内容

（１）取組報告
（２）意見交換「環境配慮行動の継続・拡

大に向けて」
・放送を受けて変容や反響
・これまでの活動と違う視点を入れた活

動での気づき
・継続して取組める手ごたえ
・自分たちの活動と「環境」「SDGs」

（３）事業報告会における発表の検討

③株式会社日本旅行東北　青森支店

開催日 R3/11/18（木）

場所 県庁議会棟３階小会議室（青森県青森市）

参加者 6 名

内容

（１）取組報告
（２）意見交換「環境配慮行動の継続・拡

大に向けて」
・ツアー参加者の変容や反響
・これまでの活動と違う視点を入れた活

動での気づき
・継続して取組める手ごたえ
・自分たちの活動と「環境」「SDGs」

（３）事業報告会における発表の検討

津軽海峡マグロ女子会下北支部ワークショップ（6/29）
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■東北環境パートナーシップオフィス（EPO 東北）　
TEL：022-290-7179　FAX：022-290-7181
E-mail：info@epo-tohoku.jp
URL：https://www.epo-tohoku.jp　

東北環境パートナーシップオフィス　運営第 5 期　令和 3 年度事業実施報告書（2021 年度）
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■東北地方 ESD 活動支援センター
TEL：022-393-9615　FAX：022-290-7181
E-mail：info@tohoku-esdcenter.jp
URL：https://tohoku.esdcenter.jp/　
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◇運営団体◇公益財団みやぎ・環境とくらし・ネットワーク（MELON）
office ：〒 981-0933　宮城県仙台市青葉区柏木 1-2-45　フォレスト仙台 5F
TEL：022-276-5118  FAX：022-219-5713
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